
1 2014年10月発行

広報

Taketa Public Relations

10

９月９日、中秋の名月。お月見客で賑わう岡城跡。
月明かりに照らされて、荒城の石垣は、暗闇に美しく
浮かび上がります。それは、まるで「月光に浮かぶ城」。
かつては、廉太郎少年も同じ光景を眺めていたことでしょう。

月
光
に
浮
か
ぶ
城
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留
学
報
告

第
67
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高

等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
１
位

野
田　

桜
子

　

今
回
、
私
は
本
当
に
こ
の
短
期
留

学
の
お
か
げ
で
大
き
く
、
ま
た
確
実

に
成
長
で
き
た
の
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。 

　

私
は
、
ウ
ィ
ー
ン
に
は
高
校
二
年

生
の
時
に
学
校
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研

修
で
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
は
初
め
て
の
滞
在
で
、

さ
ら
に
、
初
め
て
の
一
人
で
の
海
外

生
活
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に

緊
張
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
方
々
、

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
独
日
協
会
の
方
々
な

ど
、
多
く
の
方
に
暖
か
く
迎
え
て
頂

い
た
お
か
げ
で
、
楽
し
い
日
々
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
は

ド
イ
ツ
語
が
話
せ
な
い
の
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
れ
ず
、
凄

く
大
変
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
英
語
や
、

中
に
は
日
本
語
で
話
し
か
け
て
く
だ

さ
っ
て
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
友
だ
ち
と
も

仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

ま
た
瀧
廉
太
郎
を
始
め
、
多
く
の

音
楽
家
に
関
す
る
場
所
に
も
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
素
敵

な
曲
や
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
今
、

自
分
が
い
る
こ
の
場
所
で
生
ま
れ
て

い
た
ん
だ
と
い
う
風
に
思
う
だ
け
で
、

独
特
な
雰
囲
気
か
ら
何
事
に
も
代
え

が
た
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
博
物
館
な
ど
に
訪
れ
た
時
も
、

日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
貴
重

な
物
も
沢
山
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
長
い
歴
史
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

沢
山
の
人
に
助
け
ら
れ
て
、
温
か

く
接
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
お
か

げ
で
私
に
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
、
本

当
に
素
敵
な
、
か
け
が
え
の
な
い
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
。 

　

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
今
回
の
滞
在

声楽コンクール優勝者が廉太郎留学の地「ドイツ・ライプツィヒ」を訪問―

　「瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール」優勝者、準優勝者には、ウィーン短期留学助成金が贈られています。
　これまでのドイツ交流が縁となり、昨年のコンクール優勝者による瀧廉太郎の留学先ドイツ・ライプツィヒへの
訪問がこの夏初めて実現しました。
　時を越えて出会う、瀧廉太郎が思い描いた「夢と希望」。昨年の声楽コンクール優勝者・野田桜子さん（東京藝術大
学１年）の留学報告をご紹介します。

瀧廉太郎が思い描いた「夢と希望」
↑ドイツ留学中の瀧廉太郎（「瀧廉太郎を偲ぶ」北村清士・著より）

↑昨年の優勝者・野田桜子さん。留学当時の下宿跡付近にある「ライプツィヒ瀧廉太郎記念碑」前にて

今年も若き声楽家が日
本一を目指して全国か
ら竹田の地に集う　→

↑お世話になったライプツィヒ市国際交流課長のゴルドフー
ス博士（写真左）ほか、関係者のみなさん
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人口のうごき
　　　　　　　　　（前月比）
人　口　23,957　人（－22人）
男　性　11,163　人（－　3人）
女　性　12,794　人（－19人）
世帯数　10,622世帯（＋７世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成26年９月１日現在）

○瀧廉太郎が思い描いた「夢と希望」
／第68回瀧廉太郎記念全日本高等
学校声楽コンクール出場者一覧／
瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽
コンクール出場者近況報告………２
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参加募集ほか………………………12

○市長コラム「有由有縁」……………14

別冊　たけたん情報
10月のこよみ／「おおいた教育の日」普及期間関連行事

○今月のひと  陽はまたのぼる（氏田
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ごと博物館／図書館のおしらせ／
竹田マンガ・ぼくのひめぱん／誕
生おめでとう………………………24

○第２回竹田食楽バル………………26
○地元のいい 出来事………………27
○郷土の植物／すくすく１歳／頑張

ります！地域おこし協力隊………28
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月号

で
出
来
た
繋
が
り
を
、
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

ウ
ィ
ー
ン
で
の
滞
在
も
充
実
し
た

日
々
で
し
た
。 

　

平
日
は
毎
日
レ
ッ
ス
ン
が
あ
り
、

音
楽
と
し
っ
か
り
向
き
合
え
る
毎
日

で
し
た
。
レ
ッ
ス
ン
も
毎
日
楽
し
く

充
実
し
て
お
り
、
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

る
の
が
、
本
当
に
楽
し
み
で
し
か
た

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　

フ
ラ
ン
ツ
・
ル
カ
ソ
フ
ス
キ
ー
先

生
は
、
本
当
に
親
身
に
な
っ
て
教
え

て
く
だ
さ
る
先
生
で
、
発
音
、
発
声
、

レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
の
勉
強
の
仕
方

な
ど
、
沢
山
の
こ
と
を
熱
心
に
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
歌
い
方

だ
け
で
な
く
、
曲
と
の
向
き
合
い
方
、

解
釈
の
仕
方
、
音
楽
史
な
ど
、
多
く

の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
、
先
生

ご
自
身
が
本
当
に
勉
強
家
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
だ
な
と
常
に
感
じ
ま
し
た
。

　

私
も
も
っ
と
も
っ
と
先
生
の
よ
う

に
勉
強
し
て
い
か
な
く
て
は
と
毎
日

思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
今
歌
っ
て
い
る
曲
の
指
導
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な

曲
を
や
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
勉
強
し
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
か
な
ど
、
私
の
将

来
の
こ
と
に
関
し
て
も
沢
山
の
助
言

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

他
に
も
、
将
来
留
学
す
る
事
に
関

し
て
、
沢
山
た
く
さ
ん
相
談
に
乗
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

本
当
に
本
当
に
素
敵
な
先
生
に

レ
ッ
ス
ン
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
、

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

終
了
演
奏
会
で
は
達
成
感
と
共
に
、

多
く
の
課
題
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い

た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
生
か
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
今
ま
で
以
上
に
努
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
セ
ミ
ナ
ー
関
係
の
方
々
に
も

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

　

お
か
げ
で
高
校
生
の
時
に
来
た
時

よ
り
も
、
濃
い
日
々
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
し
、
自
分
の
こ
れ
か

ら
の
事
、
自
分
自
身
の
音
楽
と
向
き

合
う
こ
と
が
で
き
、
沢
山
の
目
標
を

た
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
短
期
留
学
を
通
し
て
改
め
て
、

私
は
本
当
に
多
く
の
方
に
支
え
て
い

た
だ
い
て
、
歌
を
歌
え
て
い
る
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
経
験
が
で
き
た
の
も
、
沢
山

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
竹
田
市

の
皆
様
や
コ
ン
ク
ー
ル
関
係
の
皆
様
、

現
地
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た

多
く
の
方
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ウィーン留学報告演奏会
日時　10月19日㈰　12:30 ～
会場　久住公民館（くじゅうサンホール）
　昨年１位の野田桜子さん（東京藝術大学１年／熊本市立必由館高
等学校卒）、第２位の山岸裕梨さん（名古屋市立菊里高等学校３年）
がウィーン留学を経て、成長した歌唱を披露してくれます。

↑ウィーン留学中、親身になって教えてくだ
さったフランツ・ルカソフスキー先生

瀧廉太郎が思い描いた「夢と希望」
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後　援　文部科学省・大分県・ライプツィヒ市・公益社団法人 全国高等学校文化連盟・公益社団法人 ツーリズムおおいた・毎日新聞社・読売新聞西部本社・西日本新聞社・
　　　　朝日新聞社・大分合同新聞社・NHK大分放送局・OBS大分放送・TOSテレビ大分・OAB大分朝日放送・エフエム大分・ANA全日空・竹田商工会議所・
　　　　竹田ロータリークラブ・竹田ライオンズクラブ・瀧廉太郎会・特定非営利活動法人  竹田市観光ツーリズム協会・竹田市文化連盟・
　　　　特定非営利活動法人  大分県芸術文化振興会議（平成26年4月1日現在）

18：30～
開会式・歓迎レセプション10　

月17日
㈮ 18日

㈯

19日
㈰

13：00～
予選 

11：00～
本選入場

無料

会場　久住公民館くじゅうサンホール
　　　 （竹田市久住町大字久住6154　☎0974-76-0717）
主催　竹田市・竹田市教育委員会・大分県教育委員会・
　　　 瀧廉太郎記念音楽祭実行委員会
●お問い合せ　瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール事務局
　　　　　　　 ☎0974-63-4817

【瀧廉太郎賞】
　ウィーン留学助成　１位60万円　２位40万円

【文部科学大臣奨励賞】  【ライプツィヒ賞】

感動を生み出す「若々しい歌声」の競演
第68回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

　全国の高校生が瀧廉太郎ゆかりの町・竹田に集い、日本一を目指します。今年も新たな感動のドラマが大会の歴史に刻まれ
ることでしょう。市民のみなさんも若き声楽家たちを応援しませんか。ぜひ会場にお越しください。

第68回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール出場者のみなさん（敬称略）

上田　真由紀
北海道名寄高等学校２年

青山　詩音
北海道登別明日中等教育
学校３年　　　　　　　

板澤　諒子
聖ウルスラ学院英智高等
学校３年　　　　　　　

足立　歌音
私立帝京大学高等学校
３年　　　　　　　　

子田　佳里奈
神奈川県立麻生高等学校
２年　　　　　　　　　

稲垣　知葉
石川県立金沢辰巳丘高等
学校２年　　　　　　　

酒井　真奈
名古屋市立菊里高等学校
３年　　　　　　　　　

原　孟大
滋賀県立石山高等学校
３年　　　　　　　　

西本　茉美
京都市立京都堀川音楽高
等学校３年　　　　　　

佐々木　涼輔
大阪府立夕陽丘高等学校
３年　　　　　　　　　

前田　紗希
神戸山手女子高等学校
３年　　　　　　　　

田所　奈桜
奈良県立高円高等学校
３年　　　　　　　　

貴志　歩美
和歌山県立桐蔭高等学校
３年　　　　　　　　　

石井　竜樹
松柏学院倉吉北高等学校
３年　　　　　　　　　

渡邊　美沙季
島根県立松江東高等学校
３年　　　　　　　　　

岡　友一
岡山県立倉敷青陵高等学
校３年　　　　　　　　

古谷　昴
見真学園　広島音楽高等
学校２年　　　　　　　

池畑　和希
徳島県立名西高等学校
３年　　　　　　　　

森實　あかり
香川県立坂出高等学校
３年　　　　　　　　

石原　楓恋
愛媛県立西条高等学校
３年　　　　　　　　

青木　春佳
高知県立高知丸の内高等
学校３年　　　　　　　

田中　李歩
福岡県立春日高等学校
２年　　　　　　　　

今泉　佳那
佐賀女子短期大学付属佐
賀女子高等学校２年　　

塩谷　梨奈
活水高等学校１年

谷口　ミユキ
熊本県立水俣高等学校
３年　　　　　　　　

中村　仁
大分県立芸術緑丘高等学
校２年　　　　　　　　

山口　優盛
大分県立芸術緑丘高等学
校３年　　　　　　　　

德田　あさひ
宮崎学園高等学校２年

落合　眞李
鹿児島県立松陽高等学校
３年　　　　　　　　　

渡慶次　主
沖縄県立首里高等学校
１年　　　　　　　　

大平　愛理
常盤木学園高等学校
３年　　　　　　　

吉野　広恵
竹田南高等学校
２年　　　　　
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瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール出場者近況報告

紀野  洋孝　Hirotaka Kino
①大分県立芸術緑丘高等学校
②第59回（17年度）、第60回（18年度）
③東京藝術大学 大学院修士課程 音楽研究科

独唱専攻
④現在私は、藝大の大学院に在籍し日本歌曲

を中心に理解を深め声楽を学んでいます。
　　また、一昨年の豪雨で竹田が甚大な被害

を受けたことをきっかけにコンクールに出
場したことのあるメンバーで集まり東京、
大分、竹田、大阪でチャリティーコンサー
トを行い、瀧廉太郎の音楽を多くの方々紹介する「konzert KOJO

（コンツァートこうじょう）」という団体で活動をしています。こ
の活動が年代や地域を超え、瀧廉太郎と竹田を愛するメンバーが
集う会となるよう今後も活動していきたいと思っています。

⑤先輩や後輩で「たきれん」に出場したことのある方と多く出会い、
このコンクールでの思い出や、お褒めの言葉を聞くと自分の事の
ように嬉しく思います。

　　貴コンクールのますますの発展を心から祈り、さらに自分自身
も瀧廉太郎の作品を、より後世に伝えていけるよう活動をしてい
きたいと思っております。

首藤 玲奈　Reina Shuto 
①大分高等学校  ②第54回 （12年度）
③東京二期会
④フリーの歌手として、コンサート活動をし

ており、留学の準備をしています。
⑤音楽クラスでしたので、コンクールは学校

行事の一つの様に沢山出ていましたが、コ
ンクール前のレセプションや、全国の同じ
年の声楽を学ぶ者が、あれだけの人数で一
同に介すコンクールは他にありませんでし
たし、何より地元の方の暖かさに感動しま
した。竹田の街の魅力にも、このコンクー
ルで初めて知る事が出来ました。

山口優里菜　Yurina Yamaguchi 
①大分県立芸術緑丘高等学校 
②第59回（17年度）、第60回（18年度） 
③東京藝術大学 
④東京で日々、音楽修行中です！ 
⑤声楽コンクールの思い出は、とても温かい

コンクールで、「コンクールなのに楽しかっ
た～！」という思い出しかありません（^^）こ
こでの出会いで良い仲間にも巡り会いまし
た。いつまでもこの温かいコンクールが続
きますように。

森野 美咲　Misaki Morino 
①岡山県立岡山城東高等学校
②第58回（16年度）、第59回（17年度）、第60回
（18年度）

③ウィーン国立音楽大学修士課程オペラ科
④東京藝術大学卒業後2011年よりローム

ミュージックファンデーション奨学生とし
てウィーンへ留学、2014年ウィーン国立音
楽大学修士課程歌曲・宗教曲科を首席で修
了、現在同オペラ科で研鑽を積んでいる。

⑤温かい街竹田。滞在中には色々な方に親切
にしていただきました。コンクールを市の皆様が支援してくだ
さっているお陰で、多くの才能溢れる高校生達が音楽を志すきっ
かけを与えられることは本当に素晴らしいことですし、ウィーン
短期留学の副賞もこのコンクールが日本の文化レベルを上げる大
きな役割を持っているのではと感じています。「タキレン」は私達
にとって本当に特別なもので、高校生というかけがえのない時に
同じように音楽が好きな仲間が集まって一緒に高め合って行ける
という経験はどこでもできるものではないと思います。緊張の中、
初日に出演者一同で食べた団子汁の温かさは忘れられません。こ
れからも若い声楽家達をコンクールを通して応援していって欲し
いですし、素晴らしい経験をさせて頂いた竹田の皆様には本当に
感謝しております。

新見 準平　Junpei Niimi 
①大分県立芸術文化短期大学附属緑丘高等学

校（現 大分県立芸術緑丘高等学校） 
②第57回（15年度） 優秀賞 
③私立ウィーン音楽院 
④ウィーン在住。日本やヨーロッパ各地にて

演奏活動を展開しています。 
⑤過去の竹田のコンクール出場者と海外で出

会うこともあり、竹田の街から世界中に広
がりを見せているという事には感動を覚え
ます。これからも高校生のキラキラした感
性、歌声と、瀧先生の音楽の素晴らしさが益々多くの人を魅了す
るコンクールでありますように！

野々村彩乃　Ayano Nonomura
①広島音楽高校出身
②第61回（19年度）、第63回（21年度）
③二期会オペラ研修所
④最近は研修所でオペラの勉強をしながら演

奏活動を行っています。人前で演奏させて
いただけることをありがたく思います。最
近では甲子園でプロ野球オールスター戦で
の国歌斉唱を務めさせていただきました。
今後色んな経験をし、たくさん勉強して自
分自身の理想の歌い手になれるよう努めて
行きます。

⑤このコンクールは私にとって声楽を志すきっかけになったコン
クールでもあり、たくさんの友人に出会えた場でもあります。こ
こで出会った同級生達は今でも良き友人でありライバルです。上
位入賞者にはウィーン留学の特典もついており、私も行かせてい
ただいたのですが10代のうちにそのような場所にいかせていただ
き、本当に良き経験、思い出です。

出場者と市民の交流会のお知らせ
◆出場者と歩く秋の岡城
　日　　時　10月19日㈰　8:30集合（2時間程度）
　集合場所　岡城駐車場　
　内　　容　瀧廉太郎記念音楽祭実行委員による

岡城のガイドや、岡城武者揃え実行委員会のメ
ンバーが秋の朝の岡城を案内します。

◆出場者のミニコンサート
　日　　時　10月19日㈰　16:00～（1時間程度）
　場　　所　瀧廉太郎記念館　蔵
　内　　容　コンクール終了後、出場者がそれぞ

れの歌声を披露。会場へ足を運ぶことが難しい
方など、お気軽にご参加ください。

※参加を希望される方は、事前にお申し込みが必
要です。なお、予定や内容が変更になる場合も
ございますので、ご了承ください。

●お問い合せ　瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽
コンクール事務局（竹田市教育委員会　生涯学習
課内）担当：中島　☎63-4817

瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール
出場者近況報告

〔質問事項〕　　①出身高校名 　②出場回数（年度）　 ③現在所属（学
校名、勤務先等）　④近況報告　⑤「たきれん」へのメッセージ
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９
月
１
日
、「
わ
が
村
は
美
し
く
、

わ
が
村
に
は
未
来
が
あ
る
」運
動
・

久
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
発

足
式
が
久
住
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
中
心
に
始
ま
っ
た
こ
の
運

動
は
、「
景
観
の
形
成
・
保
存
、
文

化
や
歴
史
の
探
訪
」、「
人
と
の
交

流
」、「
地
域
特
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
」、
こ
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
地

域
を
も
っ
と
豊
か
に
す
る
た
め
の

「
魅
力
づ
く
り
」の
展
開
が
目
的
と
な

り
ま
す
。

　

発
足
式
で
は
、
首
藤
市
長
が「
た

く
さ
ん
の
方
の
努
力
が
集
結
し
、
こ

こ
に
ひ
と
つ
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

ネ
ー
ミ
ン
グ
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
て
活
動
し
、
地
域
全
体
が〝
意
欲
〟

や〝
夢
〟を
持
っ
て
発
展
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
大
自
然
の
歴

史
を
生
か
し
、
み
な
さ
ん
の
力
を
合

わ
せ
て
、
久
住
地
域
の
魅
力
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

「わが村は美しく、わが村には未来がある」 運動・久住プロジェクト
　この運動は、地域の構成を活か
し、地域住民自らが主体となって
地域の将来像を描くことにより、
３つのテーマに沿った地域づくり
を展開します。

①景観の形成・保存、
　文化や歴史の探訪

③地域特産物ブランド化 ②人との交流

魅力ある活力に満ちた
竹田市久住町

１．花いっぱい運動
２．久住高原野焼き
３．久住高原松並木保存活動
４．くたみ別れ４０００本桜自然公園整備
５．入山公廟・鳥居ヶ窪の整備・入山公廟参拝登山

バスの運行
６．絵画・写真の展示
７．ビジターセンターの
　　設置（沢水）

１．久住高原祭り＆久住高原牛肉祭り
２．久住地域内の祭り（夏越祭り・神保会）
３．久住高原クロカン大会・少年少女駅伝・

グライダー大会
４．竹田市国際観光親善大使「DRUM TAO」の

イベント

１．久住高原牛
２．久住高原トマト、いちご、ミニトマト
３．高原の花：アルストロメリア、リンドウ
４．久住高原ワイン

↑「わが村は美しく、わが村には未来がある」運動 久住プロジェ
クト推進協議会発足式

よ
み
が
え
る

元
気
な「
久
住
」

「
久
住
の
魅
力
づ
く
り
」 

思
い
を
ひ
と
つ
に
！

久
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
が
発
足

「わが村は美しく、わが村には未来がある」 運動・久住プロジェクト

ロゴマーク募集 10/31㈮締切
応募資格　竹田市民の方を対象とします。
応募方法　久住支所産業建設課など直接持ち込み、またはメール、郵送可
作品題目　①久住地域の景観、文化や歴史（例：久住高原から久住連山の風景）
　　　　　②人との交流（例：久住地域内の祭りや久住高原祭り）
　　　　　③特産物のブランド（例：久住高原牛、高原野菜、高原の花）
　　　　　④上記①～③すべてを表したもの
●お問い合せ　竹田市久住支所　産業建設課　☎0974-76-1115
E-mail：sangyo-kuju@city.taketa.lg.jp　※詳細は回覧チラシをご覧ください。

活性化へ
官民連携！



7 2014年10月発行

よみがえる元気な「久住」

　

８
月
28
日
、
竹
田
市
久
住
町
の

主
要
地
方
道「
庄
内
久
住
線
」を
起

点
と
し
、
国
道
４
４
２
号
に
至
る

全
長
10
・
３
㎞
の
一
般
県
道「
阿
蘇

く
じ
ゅ
う
公
園
線
」の
未
改
良
区
間
、

沢
水
工
区（
５
・
34
㎞
）の
う
ち
、
自

然
環
境
と
調
和
し
、
観
光
客
に
ゆ
っ

く
り
と
歩
い
て
高
原
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、「
芝
歩
道
」（
２
・

61
㎞
）を
整
備
す
る
工
事
が
完
了
し
、

大
分
県（
山
本
真
哉
大
分
県
竹
田
土

木
事
務
所
長
）、
竹
田
市（
首
藤
勝
次

市
長
）、
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
公
園
線
芝

歩
道
維
持
管
理
協
議
会（
原
田
和
信

会
長
／
㈱
レ
ゾ
ネ
イ
ト
代
表
取
締
役

社
長
）と
の
間
で
、
維
持
管
理
協
定

調
印
式
が
市
本
庁
舎
に
お
い
て
行
わ

　

ま
た
、
協
議
会
会
長
に
は
上
好
温

さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ち
く
さ
案
内

人
）、
副
会
長
に
川
越
峻
市
さ
ん（
久

住
花
の
会「
Ｙ
ｏ
ｕ
花
」）と
神
田
長

徳
さ
ん（
久
住
高
原
観
光
協
会
）が
選

出
。
上
好
会
長
は「
久
住
の
た
め
に
、

全
力
で
努
力
を
し
た
い
」と
、
抱
負

を
述
べ
ま 

し
た
。

　

引
き
続
き
開
か
れ
た「
久
住
プ
ロ 

ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
」で
は
、
運

動
案
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
三
者
に
よ
る
協
定
書
の

調
印
が
行
わ
れ
、
堅
い
握
手
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

山
本
竹
田
土
木
事
務
所
長
は「
芝

歩
道
が
観
光
客
を
は
じ
め
と
し
た
道

路
の
利
用
者
に
喜
ば
れ
る
道
路
と
し

て
、
今
後
も
よ
り
良
い
道
路
整
備
の

管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
」、
首
藤

市
長
は「
芝
歩
道
の
全
線
開
通
が
起

爆
剤
と
な
り
、
久
住
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
、
夢
の
あ
る
地
域
づ
く
り
が

進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」、
原
田
芝
歩
道
維
持
管
理
協
議

会
会
長
は「
せ
っ
か
く
作
っ
て
い
た

だ
い
た
芝
歩
道
を
久
住
の
貴
重
な
観

光
資
源
、
財
産
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

し
っ
か
り
守
り
育
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」と
、挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

    

完
成
し
た
県
道
の「
芝
歩
道
」は
県

内
初
で
あ
り
、
全
国
で
も
珍
し
い
歩

道
で
す
。
地
域
住
民
の
手
に
よ
っ
て

自
然
環
境
、
景
観
を
守
り
、
久
住
の

魅
力
が
全
国
に
発
信
さ
れ
、
か
つ
て

の
元
気
な
久
住
地
域
が
よ
み
が
え
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

大
分
合
同
新
聞
論
説
委
員
長
や
エ

フ
エ
ム
大
分
社
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、

日
本
山
岳
会
所
属
で
、
久
住
山
を

は
じ
め
多
く
の
山
を
愛
さ
れ
て
き
た

故
・
梅
木
秀
徳
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い

た
山
岳
図
書
や
郷
土
図
書
・
資
料
な

ど
を
山
岳
会
の
仲
間
で
あ
っ
た
首
藤

宏
史
さ
ん（
大
分
県 

山
岳
連
盟
顧
問
、

日
本
山
岳
会
参
与
）と
加
藤
英
彦
さ

ん（
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
東

九
州
支
部
長
）が
橋
渡
し
を
し
て
く

だ
さ
り
、
竹
田
市
に
寄
贈
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
２
日
、
故
・
梅
木
秀
徳
氏
所

蔵
山
岳
郷
土
図
書
資
料
寄
贈
式
が
市

本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
式
で
は
、
故
・
梅
木
秀
徳
氏

の
ご
夫
人
、
三
恵
子
さ
ん（
大
分
市
）

が
目
録
を
首
藤
市
長
に
贈
呈
。
首
藤

市
長
は「
く
じ
ゅ
う
連
山
を
こ
よ
な

く
愛
し
た
梅
木
さ
ん
の
山
に
関
わ
る

図
書
を
、
多
く
の
皆
様
方
と
の
接
点

を
演
出
し
な
が
ら
、
よ
り
価
値
の
あ

る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。
三
恵
子

さ
ん
を
は
じ
め
、
お
力
添
え
を
い
た

だ
い
た
首
藤
さ
ん
、
加
藤
さ
ん
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」と
、
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。　

　

三
恵
子
さ
ん
は「
竹
田
市
に
寄
贈

で
き
た
こ
と
を
、
主
人
は
き
っ
と

喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」と
、

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
寄
贈
さ
れ
た
約
４
０
０
０

冊
の
書
籍
・
資
料
の
う
ち
、
山
岳
図

書
に
つ
い
て
は
、
市
久
住
支
所
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
計
画
し
て
お
り
、

久
住
山
や
久
住
高
原
に
ち
な
ん
だ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
一
環
と
し
て
、

山
岳
図
書
室
を
設
け
、
配
置
を
予
定
。

図
書
室
に
は
、
ご
自
宅
の
書
斎
の
趣

を
再
現
し
、
梅
木
さ
ん
を
偲
べ
る
空

間
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
図
書
や
資
料
は
、
新

竹
田
市
立
図
書
館
の
郷
土
資
料
コ
ー

ナ
ー
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

「
芝
歩
道
維
持
管
理
協
定
」を
締
結

県
道
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
公
園
線
に
、
県
内
初
の「
芝
歩
道
」が
完
成
！

故
・
梅
木
秀
徳
氏
所
蔵
の
図
書
・
資
料
等
を
寄
贈

「
坊
が
つ
る
讃
歌
」作
詞
者

〔事業概要〕
全体計画延長  5,340㍍　
　（うち芝歩道延長 2,610㍍） 
道 路 幅 員
　5.5（7～９.25）㍍
　（芝歩道　Ｗ＝2.5㍍） 
全 体 事 業 費　約22億円 
全体事業期間
　平成18年度～26年度

↑調印をする原田芝歩道維持管理協議会会長、
  首藤市長、山本竹田土木事務所長（写真左から）

↑県内初の「芝歩道」は歩きや
すいと大評判

↑山をこよなく愛した故・
梅木秀徳さん

↑首藤市長に目録を手渡す梅木三恵子さん（写
真右から２番目）、首藤宏史さん、加藤英彦
さん
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阿蘇くじゅう国立公園指定８０周年記念イベント

場所　長者原園地（長者原ビジターセンター向かいの芝生広場）
小雨決行

　阿蘇くじゅう国立公園は、今年指定80周年を迎えます。（指定
1934年12月４日） これを記念し、くじゅう連山のふもと・長者
原にて、「くじゅうフェスin長者原」が開催されます。
　様々な自然ふれあいイベントや体験コーナー、環境に配慮した
マーケットなど、みんなでくじゅうの自然を盛り上げ、楽しむ参
加型のイベントです。ぜひあなたも参加してみませんか。
●お問い合せ　長者原ビジターセンター　☎0973-79-2154
　Facebookページ　「くじゅうフェスin長者原」で検索！

くじゅうフェス
in 長者原　

10月4日㈯　10：00～16：00

記念式典にて「自然保護宣言」を久住小児童ほか２市２町の代表が行います

　

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
公
園
線
開
通
を
記

念
し
て
、「
天
空
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・

イ
ン
久
住
」ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
　

時　

10
月
13
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　

９
時
～
受
付
時
間

集
合
場
所　

沢
水
キ
ャ
ン
プ
場
入
口

参　
加　
費　

大
人
５
０
０
円
／
小
・

　
　
　
　
　

中
学
生
３
０
０
円

コ　
ー　
ス　

①
し
っ
か
り
コ
ー
ス

（
12
㎞
）沢
水
キ
ャ
ン

プ
場
～
ま
ん
じ
ゅ
う

ハ
ウ
ス
往
復

　
　
　
　

②
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス（
５

㎞
）沢
水
キ
ャ
ン
プ
場

～
芝
歩
道
ま
で
往
復

募
集
人
員　

１
０
０
０
名（
先
着
順
）

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

☎
６
３
―
０
５
８
５
／
天
空
の

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
イ
ン
久
住

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
実
行
委
員

会　

☎
７
６
―
１
６
１
０

芝
歩
道
を
歩
こ
う
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
１
０
０
０
人
募
集
！
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク「
全
国
大
会
」出
場

　

10
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
の
４
日
間
に
か

け
て
、
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
る「
第
27
回
全   

国
健
康
福
祉
祭
と
ち
ぎ
大
会
ね
ん
り
ん
ピ
ッ   

ク
栃
木
２
０
１
４
」に
竹
田
市
か
ら
４
名
が

出
場
し
ま
す
。

　

ペ
タ
ン
ク
の
部
に
出
場
す
る「
ブ
ラ
ボ
ー

竹
田
」チ
ー
ム
の
３
名
。
堀
敏
英
さ
ん（
65

歳
・
笹
尾
）は「
竹
田
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま

す
！
」、
堀
美
代
子
さ
ん（
73
歳
・
上
角
西
）

は「
予
選
を
突
破
し
上
位
を
目
指
し
ま
す
！
」、

大
塚
万
里
子
さ
ん（
65
歳
・
戸
上
）は 

「
チ
ー

ム
プ
レ
イ
な
の
で
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
頑

張
り
ま
す
！
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部
で
、
大
分
県
チ
ー
ム

（
６
名
）の
ひ
と
り
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場

す
る
工
藤
英
二
さ
ん（
65
歳
・
藤
渡
）は「
自

分
の
役
割
を
果
た
し
て
、
優
勝
し
た
い
！
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

大
舞
台
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

↑〔写真左から２番目より〕堀敏英さん、堀美代子さん、
　大塚万里子さん、工藤英二さん

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

竹
田
市
に
は
平
成
26
年
９
月
23
日
現
在
、

１
０
０
歳
以
上
の
方
が
33
人（
女
性
29
人
・

男
性
４
人
）い
ま
す
。
市
で
は
日
頃
か
ら
地

域
の
民
生
委
員
が
高
齢
者
宅
を
訪
問
す
る
な

ど
、
地
域
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
敬
老
の
週
間
に
あ
わ
せ
て
、

市
長
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
福

祉
事
務
所
長
な
ど
が
１
０
０
歳
を
越
え
る
方

を
訪
ね
、
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に

記
念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
す
。

　

９
月
19
日
、
首
藤
市
長
は
介
護
老
人
保
健

施
設「
岡
の
苑
」を
訪
問
し
、
最
高
齢
の
佐

藤
正
未
世
さ
ん（
１
０
７
歳
）ほ
か
２
名
の

１
０
０
歳
以
上
の
方
と
対
面
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
記
念
品
を
受
け
取
る
と
、「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
笑
顔
で
答
え
ま

し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
社
会
の
た
め
に
尽
く
さ
れ

た
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
全
員
に
感
謝
を
捧
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

市内最高齢

107歳

わが町の大自慢！

アッパレ100歳以上33人
（地区名・敬称略）

１０７歳

佐
さ

藤
と う

正
ま

未
み

世
よ

（竹田・浦町）

１０５歳 相良　貞子（竹田・寺町）

１０４歳 藤井ヒテ子（竹田・上飛田）
今永スエ子（竹田・田代）

　　　　　
　内田サエ子（竹田・菅生中央）　阿南　　明（竹田・井手の上）
　吉田フジミ（竹田・長小野）

　　　　　
　夏目サカエ（竹田・東）　　　　橋爪ヨシ子（竹田・上坂下）
　藤井スゞ子（竹田・天神）　　　大久保タマヲ（久住・向原）
　本郷英美子（竹田・太田原）　　工藤テツヨ（直入・美晴が丘）
					   
　　　　　
　小出　清子（荻・桜町東）　　　尼子シズ子（竹田・次倉中央）
　山口　大士（竹田・上鹿口）　　森　ミヨシ（竹田・橋宇津）
　佐藤　ミス（竹田・上今）　　　佐藤ヤチヨ（竹田・上今）
　佐藤アヤ子（竹田・悠々居）　　古庄ヒデコ（久住・栢木）
　甲斐   豊香（竹田・東中）
	
　　　　　
　仲村ミツ子（竹田・茶屋の辻）　安達ヨシヱ（荻・桜町東）
　佐藤サダコ（竹田・七里）　　　永冨　　勝（直入・神の原）
　阿南　チス（竹田・飛田川田原）　三宮フミヱ（竹田・入田小高野）
　志賀　久治（竹田・鏡）　　　　内田フミコ（竹田・宮戸）

※平成26年9月23日現在

１０３歳

１０２歳

１０１歳

１００歳

記念品を受け取る最高齢の
佐藤正未世さん（107歳） →

福　祉
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今
回
の
補
正
予
算
の
概
要

　

今
回
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
戦
略
に
お
け
る
重
要
な
項
目
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
会
館
設
計
監
理
に
つ
い
て
は
、プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式（
※
）に
よ
る
業
者
選
定
を
行

い
、こ
れ
ま
で
の
議
論
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
な
ど
を
基
軸
に
建
設
に
向
け
て
本
格
作

業
に
入
り
ま
す
。

　

岡
城
跡
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
岡
城
跡

調
査
整
備
委
員
会
に
お
い
て
、ト
イ
レ
・
休

憩
所
の
整
備
は
妥
当
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
回
、で
き
る
だ
け
忠
実
に

風
呂
屋
敷
を
復
元
し
、そ
の
中
に
ト
イ
レ
と

休
憩
所
を
設
置
す
る
計
画
の
検
討
に
入
り
ま

す
。
歴
史
的
建
築
物
の
復
元
に
よ
り
、
岡
城

跡
に
新
た
な
魅
力
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
会
館
、
図
書
館
を
含
め
、
国

土
交
通
省
の
社
会
資
本
整
備
交
付
金
に
よ
る

40
％
の
公
的
補
助
、さ
ら
に
は
、
大
分
県
初

の
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
認
定
に
よ

り
平
成
27
年
度
よ
り
５
％
の
上
乗
せ
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え

て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
策
定

に
よ
り
、
商
業
振
興
な
ど
を
見
据
え
た
政
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

●
総
務
費

決
算
余
剰
金
処
理
に
よ
る
基
金
積
立
金

◇
財
政
調
整
基
金　
　
　
（
２
億
５
千
万
円
）

◇
減
債
基
金　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
億
円
）

◇
公
共
施
設
建
設
基
金　
　
　
　
（
２
億
円
）

◇
町
づ
く
り
文
化
基
金　
　
　
　
（
１
億
円
）

　
●
農
林
水
産
業
費

◇
農
林
業
施
設
雪
害
復
旧
緊
急
支
援
事
業

　
　

園
芸
分　

  　

 

（
４
４
７
７
万
７
千
円
）

　

被
災
農
家
申
請
に
基
づ
く
調
整

　
　

畜
産
分（

△
マ
イ
ナ
ス１
億
２
７
８
８
万
９
千
円
）

　

被
災
農
家
申
請
に
基
づ
く
調
整

●
商
工
費

◇
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

（
１
１
０
２
万
９
千
円
）

　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
等
に

係
る
事
業
費
を
新
規
計
上

●
土
木
費

◇
市
道
維
持
補
修
工
事  （
１
８
５
０
万
円
）

◇
公
園
施
設
設
備
等
整
備
工
事（

６
８
７
万
円
）

　

稲
葉
川
や
す
ら
ぎ
公
園
の
堆
積
土
砂
処
理

●
教
育
費

◇
文
化
会
館
建
設
事
業（

５
２
７
９
万
４
千
円
）

　

文
化
会
館
等
建
設
基
本
設
計
・
実
施
設

計
業
務
委
託
料
の
増
額

◇
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業

（
１
２
３
６
万
８
千
円
）

 　

県
営
耕
作
放
棄
地
解
消
・
発
生
防
止
事

業
に
伴
う
小
富
士
地
区
の
遺
跡
発
掘
調
査
に

係
る
事
業
費
の
増
額

◇
岡
城
跡
保
存
整
備
設
計
監
理
等
委
託
料

（
１
０
０
０
万
円
）

　

岡
城
跡
本
丸
周
辺
の
施
設
整
備
に
係
る
設

計
監
理
等
委
託
料
を
計
上

　

岡
城
跡
の
文
化
財
的
価
値
の
底
上
げ
と
観

光
資
源
と
し
て
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
補
正
後
の
予
算
額

２
１
０
億
９
５
０
１
万
２
千
円

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は

　

建
築
物
の
設
計
者
を
選
定
す
る
際
に
、
複
数

の
者
に
目
的
物
の
企
画
を
提
案
し
て
も
ら
い
、

そ
の
中
か
ら
優
れ
た
提
案
を
作
っ
た
者
を
選
定

す
る
こ
と

竹
田
の
施
策
に
国
の
支
援

９月議会の
議決に見る

　

竹
田
市
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
歳
入
歳
出
と
も
に

８
億
９
５
４
１
万
８
千
円
増
額
さ
れ
た
本
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
・
第
５
号
）。

　

予
算
措
置
さ
れ
た
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市議会第３回定例会

↑風呂屋敷の再現を計画している二の丸周辺（アミ部分が予定地）

予定地
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「
７
・
12
竹
田
大
水
害
」に
よ
っ
て

被
災
し
た
阿
蔵
地
域
に
お
い
て
、
被

災
者
が
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る「
小

規
模
住
宅
」（
６
世
帯
）が
こ
の
度
完

成
し
、
９
月
22
日
、
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
地
で
の
生
活
を
望
む
地
域
住

民
の
み
な
さ
ん
の
思
い
が
叶
い
、
国

や
県
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、

よ
う
や
く
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

入
居
者
代
表
の
内
田
孝
一
さ
ん
は
、

「
住
み
慣
れ
た
ふ
る
さ
と『
阿
蔵
』に

戻
れ
た
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
は
入
居
者
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
助
け
合
い
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て

行
き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
は
、

災
害
復
興
へ
の
前
進
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

お
住
も
う
課
×

農
村
回
帰
推
進
室

　

竹
田
市
は
、
図
書
館
の
民
間
運
営

委
託
な
ど
で
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て

い
る
佐
賀
県
武
雄
市
と
相
互
で「
移

住
促
進
」を
学
ぼ
う
と
、
８
月
29
日

か
ら
９
月
５
日（
武
雄
→
竹
田
）、
９

月
８
日
か
ら
12
日（
竹
田
→
武
雄
）に

か
け
て
、
短
期
間
の
自
治
体
間
の
相

互
人
事
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
市
の
農
村
回
帰
推
進
室
を
訪
れ

た
、
武
雄
市
お
住
も
う
課
の
飯
田
尚

子
さ
ん
は「
竹
田
市
で
は
、
キ
ー
と

な
る
ひ
と
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
移

住
者
が
移
住
者
を
呼
び
、
善
循
環
と

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

市
の
顔
と
な
る
窓
口
が
し
っ
か
り
し

て
い
ま
す
」と
、感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
か
ら
武
雄
市
に
研
修

に
出
向
い
た
の
は
、
竹
田
市
企
画
情

報
課
農
村
回
帰
推
進
室
の
後
藤
雅
人

主
査
。
研
修
を
終
え
た
成
果
を
、
次

の
よ
う
に
リ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し

た
。

　
「【
お
住
も
う
課
】に
つ
い
て
、
武

雄
市
で
は
26
年
４
月
よ
り
課
長
以
下

５
名
を
移
住
相
談
員
に
任
命
し
、
移

住
・
定
住
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

研
修
期
間
中
に
は
空
き
家
の
調
査
に

同
行
さ
せ
て
頂
い
た
り
、
９
月
19
日

に
行
わ
れ
る「
お
住
も
う
宣
言
」の
準

備
に
携
わ
ら
せ
て
頂
い
た
り
と
、
お

住
も
う
課
の
皆
様
に
は
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
は
竹
田
市
と
武
雄
市
で
手
を
取
り

合
い
な
が
ら
移
住
・
定
住
政
策
を
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
（
中
略
）…
竹
田
市
で
も
、
こ
れ
か

ら
さ
ら
に
元
気
な
ま
ち
を
作
っ
て
い

く
に
は
、
地
域
を
愛
し
、
発
信
す
る

力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
柔
軟
な

発
想
で
問
題
を
解
決
す
る
手
段
を
持

ち
、
そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、

人
を
巻
き
込
ん
で
い
く
。
こ
の
よ
う

な
魅
力
を
持
つ
人
材
が
武
雄
市
に
は

た
く
さ
ん
い
て
、
そ
れ
を
ま
た
次
の

世
代
に
受
け
継
い
で
い
ま
し
た
。
私

も
こ
の
竹
田
市
で
そ
の
よ
う
な
存
在

に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
」

↑人事交流のきっかけとなった樋渡啓祐武雄市長（写真右）

↑竹田市で研修をした、武雄市の飯田さん（写真右から３番目）

↑完成を記念して植樹式

↑全国から注目を浴びる「武雄図書館」

移
住
促
進
を
さ
ら
に
充
実
へ

～
佐
賀
県
武
雄
市
と
相
互
人
事
交
流
～　

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」

阿
蔵
地
区
で
小
規
模
住
宅
が
完
成
！

販路拡大を目指して
九州ジージーシー株式会社 竹田工場増築工事竣工式

　日本名水百選に選ばれた入田の名水で育てられる
もやし「名水美人」を製造する九州ジージーシー竹田
工場の増築工事が完了し、竣工式が行われました。
完成した工場では「名水美人」が1日に20㌧製造され
南九州方面へ出荷されます。
　また、竣工に合せて「名水美人」とカット野菜をミッ
クスした新商品の製造も始まりました。１年後には
１日30㌧の製造と販路拡大が計画されています。

←増築工事が完成した
ジージーシー社屋
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署
名
活
動
、
５
５
９
８
名
の
熱
い
思
い
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
届
い
た
！　
　

「
坂
の
上
の
雲
」再
放
送
決
定

あ
の
感
動
を
も
う
一
度 

　

司
馬
遼
太
郎
が
10
年
の
歳
月
を
か

け
て
書
き
上
げ
た
代
表
作
を
原
作
に
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
総
力
を
挙
げ
10
年
が
か
り

で
制
作
。
平
成
21
年
か
ら
23
年
の
３

年
に
わ
た
っ
て
放
送
さ
れ
た
ス
ペ

シ
ャ
ル
ド
ラ
マ「
坂
の
上
の
雲
」。
俳

優
・
藤
本
隆
宏
さ
ん
が
演
じ
る
竹
田

市
出
身
の
廣
瀬
武
夫
や
恋
人
・
ア
リ

ア
ズ
ナ
な
ど
の
名
場
面
が
再
放
送
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
放 

送
で
90
分
・
全
13
回
の
放
送
を
、
再

放
送
で
は
１
話
45
分
の
分
割
版
に
再

編
し
、
全
26
回
で
半
年
間
に
わ
た
り

放
送
さ
れ
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
今
年
１
月
に
、『
坂

の
上
の
雲
』の
再
放
送
を
願
う
竹
田

市
民
の
会
が
発
足
し
、
署
名
活
動
を

行
い
、
５
５
９
８
名
の
方
々
か
ら
の

熱
い
思
い
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
愛

媛
県
松
山
市
の
署
名
を
合
わ
せ
、
合

計
３
万
人
を
超
え
る
署
名
簿
を
添
え

て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
局
及
び
松
山

放
送
局
に
要
望
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

○
再
放
送
ch
・
時
間

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

正
午
～
12
時
45
分　
《
１
回
45
分

×
26
回
》

○
再
放
送
期
間

平
成
26
年
10
月
５
日
㈰
～
27
年
３

月
末（
毎
週
・
日
曜
日
）

スペシャルドラマ

10月５日㈰ 放送開始
ＮＨＫ・ＢＳプレミアム

特報「作曲家  瀧廉太郎と日露のレジェンド  廣瀬武夫」
― 藤本隆宏さんが案内役で登場！―

　ＢＳ放送の「ＢＳ11（イレブン）」で、廣瀬武夫と瀧廉太郎をテーマにし
た番組が放送されることになりました。ＮＨＫスペシャルドラマ「坂の上
の雲」で廣瀬武夫役を演じた俳優・藤本隆宏さんが竹田ロケを行い、番組
では案内役として出演されます。12月６日㈯20：00〜21：54放送予定です。
竹田市が輩出した先人を通して竹田市が全国に紹介されるとともに、「坂
の上の雲」以来多くの映画やドラマでご活躍中の藤本隆弘さんが久しぶり
の竹田入りとなります。

↑桑代百合子ＮＨＫ大分放送局長に署名を手渡す再放送
を願う竹田市民の会代表

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社（
代
表

取
締
役
社
長 

磯
崎
功
典
）と
竹
田
市

は
、キ
リ
ン
ビ
ー
ル
が
展
開
す
る「
キ

リ
ン 

オ
フ
ホ
ワ
イ
ト
」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
し
、
９
月
24
日
㈬
に
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
の
日
か
ら
発
売
開
始
と
な
っ

た「KIRIN
 off w

hite

」
は
、
一
般

消
費
者
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

サ
ー
ビ
ス「LO

H
ACO

（
ロ
ハ
コ
）」

に
よ
る
販
売
と
な
り
ま
す
。「KIRIN

 

キリンビールと竹田市がパートナーシップ協定締結

共同で「くらしを考えるプロジェクト」を開始！

↑キリンビール株式会社マーケティング部 商品開発研究所（キリンオフホワイト担
当）北島苑さん、キリンビールマーケティグ株式会社九州統括本部大分支社　越智
雄次郎支社長、首藤市長（写真左から）

竹  田  市
TAKETA CITY

詳しくはこちらをチェック！
「KIRIN くらしの劇場

　　　  オフホワイトハウス」 

http://off-white.house/
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Ｔ
Ｓ
Ｇ「
竹
田
総
合
学
院
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

野
焼
き
陶
芸
体
験

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
し
ま
す

　

Ｔ
Ｓ
Ｇ「
竹
田
総
合
学
院
」で
は
、

古
く
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て

き
た
伝
統
工
芸
に
つ
い
て
、
よ
り
多

く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、「
野
焼
き
陶
芸
体
験
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
生
活
に
密
着
し
た
器
作
り

（
茶
碗
・
カ
ッ
プ
）に
挑
戦
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｇ「
竹
田
総
合
学
院
」の
運
営

を
担
う
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
み
な
さ
ん

の
器
作
り
を
や
さ
し
く
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
♪
実

際
に
器
作
り
に
入
る
前
に
は
、
歴
史

的
・
文
化
的
背
景
を
学
ぶ
勉
強
会
も

実
施
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
企
画
情
報

課
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
室

　

☎
６
３
―
４
８
０
１

↑豊岡小児童による「野焼き体験」（８月29日）

企画情報
off w

hite

」は
従
来
に
な
い
情
報
発

信
手
法
を
取
り
入
れ
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
話
題
化
も
含
め
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
活
用
に
よ
り
、
新
た
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
推
進

し
ま
す
。
こ
う
し
た
民
間
手
法
に
よ

る
話
題
性
の
高
ま
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
あ
た
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

を
結
び
、
竹
田
市
も
共
同
参
画
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、

都
会
の
生
活
者
に
向
け
て
、『
農
村

回
帰
宣
言
市
』竹
田
の
生
活
文
化
の

豊
か
さ
と
潜
在
的
な
魅
力
を
発
信
し
、

新
し
い
く
ら
し
の
価
値
観
を
伝
え
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
竹
田
市
の
民
家
を「off 

w
hite house

（
オ
フ
ホ
ワ
イ
ト 

ハ

ウ
ス
）」と
名
付
け
、
都
会
に
住
む
文

化
人
・
著
名
人
に
実
際
に
竹
田
く
ら

し
を
体
感
し
て
も
ら
う
ほ
か
、
ラ
ジ

コ
ン
ヘ
リ「
ド
ロ
ー
ン
」を
駆
使
し
て

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
映
像
で
竹
田
市
の

あ
ち
こ
ち
を
撮
影
し
、
全
国
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

スケジュール
　［成　形］10月25日㈯　13:00～
　　　　　学習会／14：00～　器作り
　［火入れ］11月15日㈯　13:00～
　［窯出し］11月16日㈰　  8：00～
会　場　ＴＳＧ竹田総合学院（旧竹田中）
定　員　30名程度 
※ワークショップへの参加には事前予約

が必要。親子揃ってご参加ください♪
11/15は、バーベキュー開催（大人 １
人/2,000円　小人 １人/1,000円）。他
は無料です。

第
６
回
川
端
康
成
記
念
講
演
会

脳
と
学
び

10
14㈫

　昭和27年10月27日から28日にかけて、川端康成
先生は竹田市を訪れています。28日には竹田高校で
講演され、当時、竹田高校生として講演の機会を得
た方々に大いに感銘を与え、今なおその記憶を強く
しています。
　こうした歴史を今に活かして新たな未来を築いて
いくために、本年度も「記念講演会」を開催します。
日　時　10月14日㈫　13：00 ～（12:30開場）
場　所　大分県立竹田高等学校体育館
※一般駐車場は、旧竹田小学校跡地をご利用ください。
入場料　無　料
　　　　※一般参加者は、電話で参加申込みをお願

いします。先着150名様まで。あらかじ
めご了承ください。

●お申込み・お問い合せ
　竹田市企画情報課　☎0974-63-4801
主催　竹田市、竹田市教育委員会
共催　大分県立竹田高等学校
後援　財団法人 川端康成記念会、茨木市立川端康
　　　成文学館

講　

師脳
科
学
者

茂も

木ぎ

健け

ん

一い

ち

郎ろ

う

↑キリン  オフホワイト
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市長コラム
〈第62回〉

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるのは、
偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪れ、
竹田高校で講演した川端との縁は、
まさに目には見えない力だけれど、
神の配剤としか思えない。

←全国に「竹田」の魅力を発信！
おんせん県おおいたディス
ティネーションキャンペーン

「全国宣伝販売促進会議」で、
エージェントに竹田市をＰ
Ｒする職員たち（９月３日・
ビーコンプラザ）

　
「
ひ
と
・
も
の
・
し
ご
と
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、
安
倍
内

閣
は『
地
方
創
生
』を
打
ち
出
し
た
。
人
口
問
題
研
究
所
の
、

「
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
日
本
の
地
方
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
過

疎
・
高
齢
化
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
」と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

報
告
が
引
き
金
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

僭せ
ん
え
つ越
な
が
ら
、
６
年
前
私
が
覚
悟
を
決
め
た
の
は
、
実
は

こ
の
た
め
で
あ
っ
た
。「
少
子
・
高
齢
化
・
過
疎
化
に
打
つ
手

な
し
で
流
さ
れ
た
ら
ふ
る
さ
と
は
消
え
る
」と
い
う
危
機
感
が

人
生
を
賭
け
さ
せ
た
と
言
っ
て
も
い
い
。
起
死
回
生
の
、
前

例
の
な
い
政
策
を
実
践
で
き
る
基
礎
自
治
体
で
な
け
れ
ば
再

生
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

基
礎
自
治
体
の
自
立
を
支
え
る
の
は
、
地
域
力
、
人
間
力
、

そ
し
て
行
政
力
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
、
役
所
は
経
営
力
を

養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
て
き
た
。

　

70
年
前
、
日
本
は
、
ど
こ
も
等
し
く
敗
戦
に
ま
み
れ
て
い

た
が
、
あ
の
阿
鼻
叫
喚
の
中
か
ら
立
ち
上
が
り
、
い
ま
世
界

の
経
済
大
国
と
し
て
君
臨
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、

国
が
声
を
上
げ
県
と
市
町
村
が
そ
れ
に
倣
っ
て
い
け
ば
一
律

に
発
展
す
る
と
い
う
構
図
が
描
け
た
。
発
展
の
方
程
式
が
示

さ
れ
、
そ
の
模
範
回
答
ど
お
り
に
歩
ん
で
い
け
ば
良
か
っ
た

時
代
で
あ
る
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
行
財
政
シ
ス
テ
ム
が
功

を
奏
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
れ
か
ら
70
年
。
日
本
列
島
は
過
疎
地
と
過

密
地
、
都
市
と
農
村
と
で
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
大
き
な

格
差
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
現
象
は
日
本
だ
け
で
は
な

く
、
世
界
各
国
で
も
見
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
わ
が
国

の
そ
れ
は
世
界
的
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
顕
著
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
変
化
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え

る
勇
気
が
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は

打
つ
べ
き
句
読
点
を
消
し
て
猪
突
猛
進
さ
せ
た
の
が
、
日
本

列
島
改
造
論
で
あ
っ
た
。
ど
こ
か
間
違
っ
て
い
る
。
失
く
し

て
は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
ま
で
崩
壊
し
て
い
る
、
そ
う
異

議
を
唱
え
た
一
人
が
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
で
あ
っ
た
と
私
は

思
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
い
ま
、
国
は
気
が
付
い
た
。
一
律
の
政
策
で
す
べ

て
の
自
治
体
が
一
様
に
発
展
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
と
。

国
が
自
ら
つ
く
り
あ
げ
た
方
程
式
を
当
て
は
め
て
も
地
方
は

再
生
し
な
い
と
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
地
方
創
生
と
い
う
の

は
、
そ
う
い
う
背
景
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
。
歓
迎
す
べ
き『
時
』

が
来
た
。

　

こ
う
し
て
、
国
は
各
省
庁
に
地
方
が
創
生
す
る
妙
案
の
構

築
を
指
示
し
た
。
各
省
庁
は
や
っ
き
に
な
っ
て
創
生
の
あ
り

方
を
模
索
し
始
め
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
予
算
を
配
分
し
て

も
ら
お
う
と
懸
命
だ
。

　

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
こ
で
も「
国
が
考
え
よ

う
と
し
て
い
る
構
図
」が
見
え
る
。
違
う
。
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
は
、
地
方
な
の
だ
。
国
は
地
方
の
考
え
や
政
策
立

案
に
耳
を
傾
け
、
財
政
支
援
と
人
材
支
援
を
し
て
く
れ
れ
ば

い
い
の
だ
。
私
は
声
を
大
に
し
て
そ
う
訴
え
た
い
。
方
程
式

を
つ
く
る
の
は
、
私
た
ち
地
方
だ
。
国
は
そ
の
方
程
式
が
ど

う
し
た
ら
容
易
に
解
け
る
か
。
規
制
緩
和
を
含
め
て
そ
の
こ

と
に
力
を
貸
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
い
い
例
だ
。
竹
田
市
に
は
、「
こ
こ

に
人
材
が
欲
し
い
。
そ
の
し
く
み
、
つ
ま
り
方
程
式
を
用
意

し
た
か
ら
国
は
そ
れ
に
応
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
」の
構
図
が
あ

る
。
総
務
省
は
い
い
見
本
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
。

　

あ
と
は
。
地
方
が
ど
ん
な
素
晴
ら
し
い
答
え
を
導
き
出
す

か
、
そ
の
方
程
式
を
つ
く
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　

幸
い
、
竹
田
市
に
は
全
国
に
先
駆
け
て
方
程
式
を
生
み
出

す
力
が
備
わ
っ
て
き
た
と
私
は
自
負
し
て
い
る
。
優
秀
な
職

員
が
育
ち
、
ヤ
ル
気
の
あ
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
が
大
勢
い
る
。

地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
そ
も
そ
も
高
い
の
だ
か
ら
。

全
国
的
な
注
目
を
集
め
る
竹
田
市
へ

地
方
創
生
の
方
程
式
を
創
る

ー

竹
田
の
新
し
い
食
文
化

「
芹
川
ど
じ
ょ
う
」誕
生

～
旧
下
竹
田
小
学
校
に
企
業
進
出
～

  

大
分
市
の
修
進
建
設
有
限
会
社（
木
元

修
司
代
表
取
締
役
）が
直
入
町
の
旧
下

竹
田
小
学
校
に「
ど
じ
ょ
う
」養
殖
の
進

出
を
表
明
し
、
中
村
憲
史
竹
田
市
議
会

議
長
、
佐
藤
正
直
入
地
域
資
源
利
活
用

懇
話
会
代
表
立
会
い
の
も
と
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

  

修
進
建
設
は
大
分
市
で
ど
じ
ょ
う
を

養
殖
し
て
お
り
、
規
模
拡
大
に
よ
る
養

殖
に
適
し
た
土
地
を
探
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
旧
下
竹
田
小
学
校
に
湧
出
す
る

温
泉（
水
温
26
～
27
度
）が
養
殖
に
適
し

て
お
り
、
プ
ー
ル
も
養
殖
漕
と
し
て
利

用
可
能
な
こ
と
か
ら
今
回
の
進
出
表
明

に
至
り
ま
し
た
。
将
来
は
年
間
50
ト
ン

の
生
産
と
加
工
施
設
の
整
備
、
地
元
か

ら
10
名
の
雇
用
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

夢
の
広
が
る
進
出
を
心
か
ら
歓
迎
し
、

こ
の
進
出
が
二
重
、
三
重
の
効
果
を
生

み
出
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

　

こ
の
ど
じ
ょ
う
は「
芹
川
ど
じ
ょ
う
」

と
名
付
け
ら
れ
、
26
日
開
催
の「
直
入

地
域
ふ
る
さ
と
振
興
祭
」で
お
披
露
目

さ
れ
る
予
定
で
す
。

↑佐藤直入地域資源利活用懇話会代表、首藤市長、
木元代表取締役、中村市議会議長（写真左から）
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今月のひと

　
「
居
酒
屋
か
ら
日
本
を
元
気
に
す
る
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
外
食
業
界
に
働
く
人
が
最
高
に
輝
け
る
場

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
居
酒
屋
甲
子
園
」。

第
９
回
大
会
の
今
年
は
、
全
国
の
１
３
９
２
店
舗
が

参
加
。
覆
面
調
査
が
行
わ
れ
る
１
次
予
選
、
２
次
予

選
を
通
過
。「
お
店
の
こ
だ
わ
り
・
強
み
」
が
活
か
さ

れ
て
い
る
取
り
組
み
、
仕
組
み
を
審
査
対
象
と
さ
れ
、

書
類
審
査
に
加
え
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
３
次
予
選
を
突
破
。
九
州
第
１
区
代

表
と
し
て
、
最
終
予
選
に
臨
ん
だ
「
感
動
の
も
つ
鍋

処　

陽
は
ま
た
の
ぼ
る
府
内
店
」
は
、
遂
に
初
出
場

で
決
勝
大
会
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

店
舗
を
率
い
る
、
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
代
表

の
氏
田
善
宣
さ
ん
（
31
歳
）
は
博
多
も
つ
鍋
専
門
店

で
７
年
間
の
修
業
を
経
て
、「
竹
田
の
町
を
元
気
に
し

た
い
！
」と
い
う
一
念
で
、地
元
竹
田
に
て
出
店
。「
竹

田
市
空
き
店
舗
対
策
事
業
奨
励
金
」
を
活
用
し
な
が

ら
、
平
成
25
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
。
本
格
的
な
「
博

多
も
つ
鍋
」
が
竹
田
の
町
で
食
べ
ら
れ
る
と
話
題
と

な
り
、
人
気
を
博
し
ま
す
。
食
材
は
ほ
と
ん
ど
を
市

内
か
ら
調
達
。
そ
の
後
、
気
心
の
し
れ
た
同
級
生
９

人
が
加
わ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
現
在
、
竹
田
の
魅
力

を
外
か
ら
伝
え
た
い
と
、
大
分
市
に
２
店
舗
、
さ
ら

に
竹
田
に
姉
妹
店
「
ホ
ル
モ
ン
焼
屋 

星
の
輝
く
空
」

を
今
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

氏
田
さ
ん
は
「
九
州
代
表
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

恥
じ
な
い
決
勝
大
会
に
す
る
た
め
、〝
日
本
を
元
気

に
す
る
〟
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
も
っ
た
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
挑
み
た
い
。
そ
し
て
、
し
っ

か
り
竹
田
の
魅
力
を
全
国
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
熱
い
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
大
会
は
11
月
11
日
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
。
故

郷
愛
を
武
器
に
、
頂
点
へ
駆
け
あ
が
れ
！

居
酒
屋
甲
子
園
全
国
大
会
決
勝
に
進
出
！

（
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役  

氏う
じ

田た

善よ
し

宣の
り〔
竹
田
市
三
宅
出
身
〕)

感
動
の
も
つ
鍋
処　

陽
は
ま
た
の
ぼ
る
府
内
店

出るからには、
       日本一を獲る！

九州第１地区優勝を飾った「陽は
またのぼる」ファミリーのみなさ
ん。写真後列左が氏田善宣さん
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竹田かわら版
T O W N  T O P I C S

城
下
町
で「
ア
ー
ト
さ
ん
ぽ
」

　
「
ア
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
２
０
１
４

　

く
ぐ
り
く
ぐ
る
」開
催

　

市
内
外
で
創
作
活
動
を
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
楽
し
む
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ア
ー
ト
カ
ル

チ
ャ
ー
２
０
１
４　

く
ぐ
り
く
ぐ

る
」が
９
月
の
土
・
日
・
祝
日
の
計

11
日
間
に
竹
田
の
城
下
町
、
各
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
城
下
町
の
ま
ち
歩
き
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
会
期
限

定
の
カ
フ
ェ
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
等
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
熱
心
な

ア
ー
ト
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

幽玄の世界に誘う

世界一の薪能「竹田薪能」

　

第
31
回
竹
田
薪
能
が
９
月
14
日
の

夜
、
竹
田
市
挟
田
の
稲
葉
川
特
設
水

上
舞
台（
三
日
月
岩
前
）で
開
か
れ
ま

し
た
。

    

辺
り
が
闇
に
包
ま
れ
た
水
上
舞
台

で
、
繰
り
広
げ
ら
れ
る
幽
玄
の
世
界
。

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観
客
ら

の
心
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
催
に
先
立
ち
９
月
初
旬
、

お
能
に
ふ
れ
て
楽
ん
で
も
ら
お
う

と
、
能
楽
の
謡
い
と
囃
子
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ「
届
け
ま
す
。
体
験
教
室
」

（
主
催
・
国
立
能
楽
堂
）が
市
内
小
学

校
や
高
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
笛
や
鼓
の
音
に
合
わ
せ

て
能
楽
師
が
舞
う
姿
を
真
剣
な
眼
差

し
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
30
日
、
市
民
の
絆
を
強
め
、

地
域
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
踊
り
を
次

世
代
に
残
そ
う
と
、「
第
７
回
奥
豊

後
の
踊
り
を
楽
し
む
夕
べ
」が
荻
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

30
団
体
７
５
０
名
が
参
加
し
、
全
員

に
よ
る「
竹
田
お
ど
り
」の
大
輪
の
花

で
開
幕
。
各
地
区
の
保
存
会
に
よ
る

盆
踊
り
が
次
々
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

↑「面」、「笛」、「小鼓」などの各パートに分かれ、全員が実体験

↑今年の演目は「敦盛」（シテ 塩津圭介　ワキ 坂苗　融）

↑竹田キリシタン遺物の展示を鑑賞する来場者のみなさん

←ザ・キャビンカンパ
ニーの「オリジナルカ
ブトづくり」

↑美術家・安部泰輔さ
んの「タケタモリ」

↑竹芸家・岩田淳子さんの「小さな竹のバス
ケットづくり」

竹田キリシタン文化の真の姿を探る
　竹田キリシタンの魅力を探ろうと、「竹
田キリシタン南蛮文化ウィーク」が９月６
日から15日までの10日間、ＴＳＧ竹田総
合学院にて開催され、多くの来場者が会
場を訪れました。
　初日開会式では、竹田キリシタン南蛮
文化ウィーク実行委員会の吉弘央会長が

「この催しをきっかけに、これまでの調査
研究を共有し、これからの町づくりに生
かして行きましょう」と挨拶を述べました。
　期間中は、市内の貴重なキリシタン遺
物を一堂に集めた「至高のキリシタン遺
物展」や「ヨーロッパ大イコン画展」、地元
アーティストによる「南蛮文化作品展」等
が催されました。また、週末は多才な講
師陣による講演会が開かれ、研究の成果
を発表。最終日は「隠しキリシタンの里
豊後岡藩の謎」をテーマに、パネルディス
カッションが行われ、観客は熱心に耳を
傾けていました。次世代へとつなげる踊りの輪



17 2014年10月発行

　

９
月
５
日
、「
平
成
26
年
第
８
回

竹
田
市
畜
産
共
進
会
」が
久
住
家
畜

総
合
審
査
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
畜
産
農
家
が
肉
用
牛
62
頭
、

乳
用
牛
10
頭
を
出
品
。
審
査
の
結
果
、

肉
用
牛
は
伊
藤
秀
樹
さ
ん（
竹
田
）の

「
ゆ
り
ふ
み
６
」、
ま
た
乳
用
牛
で
は

㈲
は
み
ん
ぐ
・
ま
む（
久
住
）の「
ハ

ミ
ン
グ 

ジ
ャ
ニ
ュ
ア
リ
ー 

カ
ト
レ

ヤ
」が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
き
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
牛
は
、
10
月
開
催
さ
れ

る
大
分
県
畜
産
共
進
会
へ
竹
田
市
代

表
と
し
て
出
品
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ

か
の
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
肉
用
牛
】１
区
・
足
達
幸
一（
久
住
）

「
き
く
ふ
く
」／
２
区
・
如
法
寺
勝
則

（
久
住
）「
せ
ん
ね
ん
７
」／
３
区
・
見

崎
博
憲(

久
住)「
ま
お
１
」／
４
区
・

伊
藤
秀
樹(

竹
田)「
ゆ
り
ふ
み
６
」

【
乳
用
牛
】育
成
・
足
達
康

成（
久
住
）「
ク
イ
ン
ビ
ー 

オ

ア
シ
ス 

ア
ト
リ
ー
ズ
」／

初
妊
・
㈲
は
み
ん
ぐ
・
ま

む（
久
住
）「
ハ
ミ
ン
グ 

ジ
ャ

ニ
ュ
ア
リ
ー 

カ
ト
レ
ヤ
」

（
敬
称
略
）

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

平
和
を
願
い
歌
う

「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
き
た
！
」

　

竹
田
混
声
合
唱
団
の
第
35
回
定
期

演
奏
会
が
８
月
31
日
、
久
住
公
民
館

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

 

第
１
部
は
、
壮
大
な
河
の
流
れ
を

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
描
く
、
混
声
合

唱
組
曲「
筑
後
川
」（
野
仲
袈
生
指
揮
）

で
聴
衆
を
魅
了
。
第
２
部
は
、
35
回

記
念
企
画
と
し
て
、
竹
田
小
学
校
５

年
生
の
児
童
た
ち
と
、
そ
の
保
護
者
、

市
外
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
結
成
し
た

「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
合
唱
団
」と
と
も
に
、

合
唱
構
成「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ

て
き
た
」（
馬
場
友
子
指
揮
）を
演
奏
。

市
内
で
初
め
て
全
11
章
、
全
曲
演
奏

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
と
、
子

ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
へ
の
祈
り

を
込
め
て
。
心
に
語
り
か
け
る
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
歌
声
が
館
内
に
響
い

て
い
ま
し
た
。

↑気迫みなぎる勝利！ウェイトリフティングの小川選手

↑活躍が期待される甲斐翔之さんと板井美香さん（写真左から）

久住から農業クラブの頂点へめざして
　「第65回日本学校農業クラブ大会全国大会沖縄
大会」（10／22～23・豊見城市）にて、農業鑑定
競技会〔畜産の部〕に出場する大分県立三重総合
高等学校久住校２年の甲斐翔之さん、同校２年

〔農業の部〕に出場する板井美香さん。甲斐さん
は、「動物が好きで、学ぶことが楽しい。全国大
会でも最優秀を獲りたい」、板井さんは「作物の
名前や特性を覚えるのが得意。自分の力を全部
出したい」と、意気込みを語ってくれました。　

竹
田
市
畜
産
共
進
会
が
開
催
！

　

９
月
13
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、

３
日
間
の
熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た「
第
67
回
大
分
県
民
体
育
大
会
」

は
無
事
終
了
。
竹
田
市
は
総
合
14
位

（
昨
年
よ
り
１
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
）、「
躍

進
１
位
」で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
地
道
な
努
力

を
積
み
重
ね
た
結
果
で
す
。

　

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
陸
上
・
走
高
跳
】

　

優
勝
・
菅　
　

隆
徳

【
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
77
㎏
級
】

　

優
勝
・
小
川
慎
太
郎

【
自
転
車
・
共
通
】

　

３
位
・
野
仲　

勝
彦

【
自
転
車
・
40
歳
以
上
】

　

２
位
・
小
橋　
　

武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

←大会新をマークした
走高跳競技の菅選手

県民体育大会

躍進１位ヤッタぜ！

↑【肉用牛】市代表の「ゆりふみ６」

↑【乳用牛】市代表の「ハミング 
ジャニュアリー カトレヤ」

↑ステージと会場が一体となって合唱！
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「
健
康
で
あ
り
た
い
」
―
誰
も
が

望
む
願
い
で
す
が
、
一
人
で
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
継
続
す
る
こ
と

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
市
民
全
体
で
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
た
め
に
、「
第
１
回

い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ス
タ
」を
、
９

月
７
日
、
久
住
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
井
一
彰
先
生（
み
ら
い
ク
リ

ニ
ッ
ク
：
福
岡
市
）に
よ
る「
口
呼
吸

は
、
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
を
悪
く
す
る

～
知
ら
れ
ざ
る
生
活
習
慣
病
～
」と

題
し
た
健
康
講
演
会
や
、
こ
こ
ろ
・

認
知
症
・
介
護
等
の
健
康
相
談
、
美

肌
・
運
動
・
食
育
・
キ
ッ
ズ
・
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
各
コ
ー
ナ
ー
が
多
く
の

市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
自
分
の

健
康
づ
く
り
の
目
標
を
定
め
実
践
す

る「
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
」が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
」を
６
か

月
間
、
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
方

に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、

家
族
や
仲
間
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

　

事
前
に「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
手
帳
」

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
、
竹
田
市

健
康
増
進
課（
☎
６
３
―
４
８
１
０
）、

及
び
各
支
所
い
き
い
き
市
民
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ス
タ
」４
０
０
人
参
加
で
大
盛
況
開
催
！

高
ま
る
健
康
志
向

〔 写 真〕① 各 相 談 コ ー ナ ー や 健 康
チェックコーナーに長蛇の列　②会
場と一緒に竹田しゃんしゃん体操　
③講演する今井一彰氏　④体力測定 
⑤減塩みそ汁試飲コーナー　⑥廃油
キャンドルづくり

❶

❷ ❸

❹ ❺

❻

水痘（水ぼうそう）・高齢者肺炎球菌予防接種
10月１日から法律に定める定期接種になります

《水痘》
◆対象者　１歳の誕生日前日から３歳の誕生日の前日までの

お子さん（平成27年３月31日までは、３歳の誕生日当日か
ら５歳の誕生日の前日までのお子さんも含む）

◆接種回数　１歳の誕生日前日から３歳の誕生日の前日まで
のお子さんは、３か月以上（標準的には６か月）の間隔をあ
けて、２回接種（平成27年3月31日までは、３歳の誕生日当
日から５歳の誕生日の前日までのお子さんは未接種者のみ
１回接種）

◆接種料金　無料

◆市内協力医療機関
医療機関名 連絡先 医療機関名 連絡先

伊藤医院 75-2222 竹田医師会病院 63-3241
竹田診療所 62-4014 竹田市立こども診療所 63-3838
大久保病院　※ 64-7777 ※大久保病院は３歳以上

　市外（県内）で接種する場合は水痘予防接種相互乗り入れ協
力医療機関で接種可能です。

《高齢者肺炎球菌》
◆対象者　これまで肺炎球菌ワクチンを接種したことがない

方で、①または②に該当する方
　①65歳（経過措置終了後の平成31年度から）平成26年度の

対象者は平成27年３月31日に満65歳、70歳、75歳、80歳、
85歳、90歳、95歳、及び100歳以上の方

　②60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓もしくは呼吸器
の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に
日常生活行動が極度に制限される程度の障害を有する方

◆接種回数 １回　◆接種料金  7,200円（本人負担額4,200円）
◆市内協力医療機関

医療機関 電話番号 医療機関 電話番号
伊藤医院 75-2222 志賀内科 63-2083
大久保病院 64-7777 竹田医師会病院（※１）63-3241
竹田診療所 62-4014 加藤内科医院 63-2006
道全内科 63-2270 久住加藤医院 76-0008
秦医院 63-2246 くどう循環器科・内科 63-2304
みはら整形外科クリニック 62-3850 古訓堂黒川クリニック 63-2358
柚須医院 63-2016 佐藤医院（8：00〜12：00） 68-2005
竹田クリニック（※２） 64-9000
※１：竹田医師会病院は原則として入院患者に限る
※２：竹田クリニックは当院透析治療患者に限る
　市外（県内）で接種する場合は高齢者肺炎球菌予防接種相互乗り入れ
協力医療機関で接種可能です。
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小
児
科
医
の
無
力
さ
を

嘆
い
て
き
た
こ
と　

　

夜
間
、
子
ど
も
が
熱
を
出
し
た
と

し
た
ら
、
保
護
者
の
方
は
朝
ま
で
不

安
で
す
よ
ね
。
い
つ
で
も
す
ぐ
に
小

児
科
の
先
生
に
診
て
も
ら
っ
て
、
お

薬
を
も
ら
い
た
い
と
思
わ
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

実
は
子
ど
も
の
発
熱
の
９
割
は
風

邪
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症

で
す
の
で
、
お
薬
を
飲
ん
で
も
飲
ま

な
く
て
も
、
治
り
ま
す
。
し
か
し
、

残
り
１
割
は
抗
菌
薬（
抗
生
剤
）が
必

要
な
細
菌
感
染
で
す
。
そ
の
中
で
、

子
ど
も
の
命
を
脅
か
す
細
菌
の
３
／

４
を
占
め
る
の
が
、
ヒ
ブ（
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）と
肺
炎
球
菌
で

す
。
こ
の
２
つ
の
菌
の
感
染
症
の
場

合
、
当
初
は
、
小
児
科
医
で
さ
え
風

邪
と
区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し

急
変
し
て
、
時
に
命
を
奪
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ど
ん
な
に
早
く
抗
菌
薬
を

飲
ん
で
も
、
病
気
の
勢
い
を
止
め
る

こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。

　

こ
ん
な
怖
い
感
染
症
に
か
か
り
た

く
な
い
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、

実
は
、
こ
の
２
つ
の
菌
は
、
ほ
と
ん

ど
の
子
ど
も
の
鼻
の
中
に
潜
ん
で
い

て
、
い
つ
暴
れ
だ
そ
う
か
と
、
そ
の

時
期
を
見
計
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
２
つ
の
菌
の
前
で
、

何
度
も
小
児
科
医
の
無
力
さ
を
嘆
い

て
き
ま
し
た
。

　

も
う
20
年
も
前
に
、
世
界
保
健
機

関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）は
、
こ
の
２
つ
の
菌
に

対
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
、
全
て
の
子
ど

も
に
接
種
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
と

の
声
明
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
日
本
で
の
ワ
ク
チ
ン
発
売
は
世

界
か
ら
15
年
遅
れ
、
２
０
０
９
―

２
０
１
０
年
で
し
た
。
こ
の
時
、
全

て
の
小
児
科
医
が
胸
を
撫
で
下
ろ
し

た
こ
と
は
、
も
う
お
分
か
り
で
し
ょ

う
。

　

ど
ん
な
に
早
く
病
院
に
か
か
っ
て

も
救
え
な
い
命
が
あ
る
。
そ
れ
は
小

児
科
医
が
痛
感
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
私
た
ち
は
予
防
接
種
を
お
勧

め
す
る
の
で
す
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小

児
科
分
野　

是
松
聖
悟
．）

第３回

男
性
よ
、
食
の
自
立
で

豊
か
な
人
生
を
！

　

９
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
「
い

き
い
き
健
康
フ
ェ
ス
タ
」
に
合
わ

せ
て
、
男
性
で
も
立
派
に
料
理
が

で
き
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、

４
地
域
の
男
性
料
理
の
会
（
竹
田

大
福
会
、
荻
男
の
ク
ッ
キ
ン
グ
、

久
住
い
ち
ご
の
会
、
直
入
男
性
料

理
友
の
会
）
の
有
志
17
名
が
集
い
、

試
食
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　

作
る
メ
ニ
ュ
ー
は
事
前
に
レ
シ

ピ
を
持
ち
寄
り
検
討
し
た
も
の
で
、

３
班
に
分
か
れ
て
６
種
類
も
の
料

理
に
挑
戦
。
一
品
持
ち
寄
り
を
し

よ
う
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

一
緒
に
作
っ
た
ほ
う
が
楽
し
い
し

勉
強
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
朝

か
ら
集
ま
っ
て
作
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
で
は
材
料
を
切
る
の

は
お
手
の
も
の
。
な
す
な
ど
季
節

の
野
菜
は
栽
培
し
て
い
る
者
が
持

ち
込
ん
だ
り
、
鯵
を
捌
く
作
業
は

得
意
な
者
が
率
先
し
、
適
材
適
所

で
動
き
、
料
理
は
完
成
。
皆
さ
ん

か
ら
「
お
い
し
い
わ
ぁ
！
」
と
喜

ば
れ
、
大
満
足
で
し
た
。

　

今
年
度
も
９
月
か
ら
中
央
で
の

「
お
い
ち
ゃ
ん
の
料
理
教
室
」
が

ス
タ
ー
ト
。
食
の
自
立
が
で
き
る

男
性
陣
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
さ
あ
、
料
理
を
は
じ
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
男
性
諸
君
、

各
地
域
で
も
会
員
は
随
時
募
集

中
！
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

食育活動レポート
男性料理の会

健康一直線

↑男性料理会のみなさん

◆あじと青じそのシュウマイ

《材料》　２人分
あじ　　　　　　　１００ｇ
木綿豆腐　　　　　６０ｇ
青じそ　　　　　　５枚
長ネギ　　　　　　４㎝
シュウマイの皮　　１４枚
　　生姜汁　　　　少々　　

Ａ　しょうゆ　　　小さじ２
　　片栗粉　　　　大さじ１
　　酒、ごま油　　各小さじ１/ ２
　

《作り方》　
１．あじの皮と小骨を除き、包丁で細かく

たたく。木綿豆腐は固く水切りする。
２．青じそは千切りして水にさらし、布巾

に包んで水気を取る。
３．長ネギはみじん切りにする。
４．ボウルに①～③とAを入れてよく混ぜる。
　フードプロセッサーにかけると楽です。
５．シュウマイの皮に④を包み、蒸し器で

約10分蒸す。
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１．職員の任免及び職員数に関する状況
⑴採用と退職の状況

平成25年4月1日現在職員数 退職者 採用者 平成26年4月1日現在職員数
408人 24人 5人 389人

　【職員削減の状況】　Ｈ25…△19人　　Ｈ24…△11人　　Ｈ23…△６人

⑵部門別職員数の状況

部　門 職員数（人） 対前年比
(人) 部　門 職員数（人） 対前年比

(人)25年度 26年度 25年度 26年度
福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政
部
門

議　会 4 4 0 特
別
行
政
部
門

教　育 47 43 △4
総　務 78 76 △2 警　察 0 0 0
税　務 17 16 △1 消　防 62 62 0
労　働 1 1 0 小　計 109 105 △4
農　水 48 44 △4 公

営
企
業
等
部
門

病　院 0 0 0
商　工 9 10 1 水　道 9 9 0
土　木 28 26 △2 交　通 0 0 0
小　計 185 177 △8 下水道 3 3 0

福
祉
関
係

民　生 53 51 △2 その他 21 20 △1
衛　生 28 24 △4 小　計 33 32 △1
小　計 81 75 △6 総合計 408 389 △19一般行政部門計 266 252 △14

⑶定員管理計画の状況

平成17年
４月１日
職員数

数　値　目　標 増　減　実　績
平成27年
4月1日
職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

平成26年
４月１日
職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

520人 380人 △140人 △26.9％ 389人 △131人 △25.2％

２．職員の給与の状況
⑴人件費の状況（平成25年度普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
(平成26年3月31日)

歳出費
Ａ

人件費
Ｂ

職員給与費
Ｃ

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

25年度 人 千円 千円 千円 ％ ％
　24,074  21,553,504 3,868,565 2,224,499   17.9 10.3 

※人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬や委員報酬等を含みます。

⑵職員の給与費の状況（平成26年度普通会計予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　与　　費 計
Ｂ

１人当り
給与費
Ｂ／Ａ給　料 職　員　手　当

期末・勤勉手当 その他の手当

26年度 人 千円 千円 千円 千円 千円
377 1,594,793 613,146 310,629 2,518,568 6,681

※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　給与費は当初予算に計上された予算額です。
※３　職員数は当初予算積算の基礎となった人数です。（市長・副市長は含みません。）

　竹田市の職員数は、平成17年の合併後131人の削減をしてきました。それでもなお、人口や産業構造等での類似団
体の中で、人口1万人当たりの職員数の割合が多い状況にあります。
　そこで竹田市では、事務事業や組織の見直し、退職者不補充などの行財政改革を推進し、さらなる職員数削減に努
めているところです。しかし、この削減がサービスの低下につながるものではありません。職員一人ひとりのマンパワー
を活用し、早期の災害復旧・復興、住民サービスの更なる向上、周辺地域振興策の強化に役立てていきます。

竹田市人事行政の運営等の状況 〈平成25年度〉

　地方公務員法第58条の2及び「竹田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成25年度の竹田市人
事行政の運営等の状況について公表します。
　これは、市における人事行政の運営状況の公平性・透明性の確保を図るため、市民の皆さんに公表するものです。

「マンパワーを活用し住民サービスの向上を」
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⑶職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　　　⑷職員の初任給の状況
　　　　　　　　　　　　  　（平成26年4月1日現在）　 　　　　　　　　　　　　　　   （平成26年4月1日現在）

区　　分 平均給料月額 平均年齢 区　　分 初任給 採用後２年経過時
一般行政職 352,200円 46.3歳 大学卒（減額前） 178,800円 191,600円
技能労務職 367,300円 48.3歳 高校卒（減額前） 144,500円 158,700円

※平成25年８月１日から平成26年７月31日までの間は、給料月額を階級に応じて3.6％～6.6％の減額措置を実施
しています。

⑸職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（減額後）の状況　　　　　　　　　　　　　 　（平成26年4月1日現在）
区　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 高校卒 214,008円 260,824円 321,021円
※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。

⑹級別職員数(一般行政職)の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （平成26年4月1日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準職務 主　事 主　任 主　査 主査等 課長補佐
係長等

課　長
参　事

課長補佐等
課　長
参　事 課　長

職員数（人） 4 9 43 64 52 20 37 0 229
構成比（％） 1.8 3.9 18.8 27.9 22.7 8.7 16.2 0 100.0 

⑺職員手当の状況
①期末・勤勉手当　　　　　（平成26年6月1日現在）　　　   ②退職手当　　　　　　　　（平成26年4月1日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当 勤続年数 自己都合 勧奨・定年
 ６ 月期 1.225月分 0.675月分 勤続20年 21.62月分 27.075月分
12月期 1.375月分 0.675月分 勤続25年 30.82月分 36.57月分

役職による加算措置5～15％ 勤続35年 43.07月分 52.44月分

③諸手当
区　分 項　　　　　　　　目

扶 養 手 当 配偶者、子ども等を扶養している場合に支給。配偶者13,000円、他6,500円～16,000円
住 居 手 当 借家（最高27,000円）、持家（月額2,500円）の区分で支給。
通 勤 手 当 2㎞以上の通勤距離に応じて支給。2,000円～22,640円
管 理 職 手 当 管理職に対して支給。給料月額の５％～７％
時 間 外 手 当 正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給。
特 殊 勤 務 手 当 税務職員、ケースワーカー、消防職員、医師職員

⑻特別職の報酬などの状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成26年7月1日）
種　　類 区　　分 給料月額等 減額後給料月額 期末手当

給　　料
市　長 814,000円 569,800円

　６月期　1.400月分
１２月期　1.550月分

加算措置15％

副市長 653,000円 568,110円
教育長 585,000円 526,500円

報　　酬
議　長 402,000円 　　　－円
副議長 362,000円 　　　－円
議　員 340,000円 　　　－円

※平成29年３月31日までの間は、給料月額を市長30％、副市長13％、教育長10％減額措置を実施しています。

３．職員の勤務時間および休暇等の状況
⑴勤務時間の状況

1週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 週休日
38.75時間 午前8時30分 午後5時 午後0時15分～午後1時 土曜日・日曜日

⑵休暇等の状況
種　　類 概　　　　要 取得状況

年次有給休暇 暦年により２０日付与。２０日を超えない範囲内の残日数を翌年に限り繰り越
すことができる。 7.1／年

介 護 休 暇 介護を最低２週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する６月の期
間内（無給休暇）     　　0人

育 児 休 業 子が３歳に達する日までの期間（無給休暇） 　　女性5人
※１　取得状況は、平成25年1月1日～平成25年12月31日の暦年での取得状況です。
※２　上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
※３　育児休業は、平成25年度中に新たに育児休業を取得した人数です。
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４．職員の分限および懲戒処分の状況（平成25度）
分　限　処　分　（人） 懲　戒　処　分　（人）

免職 降任 降給 休職 計 免職 停職 減給 戒告 計
0 0 0 1 1 0 0 0 0 0

５．職員の服務の状況
　全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉仕しなけれ
ばなりません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次の義務が課せられて
います。
　○法令等及び上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する義務
　○政治的行為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限

６．職員の研修の状況
研　修　名 内　　　　　　容

職 場 研 修 竹田セミナー（ビジネスマナー研修、7.12豪雨災害特別講演、建設工事技術職員研修会、財務
事務研修、メンタルヘルスセミナー、若年層職員「政策課題研修」ほか）、人権教育研修ほか

基本・職務研修
課長・課長補佐・係長・中堅職員・新採用研修、契約事務（基本・工事請負）研修、財務実務
研修、公金徴収（私債権等）事務研修、複式簿記と公会計基礎研修、税務関係各種研修、リス
クマネジメント研修、指導者養成講座ほか

派 遣 研 修 債権管理・回収セミナー、惨事ストレス対応セミナー、新地方公会計セミナー、土木・建築
工事技術検査の具体的な進め方、全国地域づくり人材塾

体 験 研 修 虹色サマースクールボランティア研修

７．その他
⑴公平委員会業務の状況（平成25年度）
①勤務条件に関する措置の要求の状況　　　　　　　②不利益処分に関する不服申立ての状況

措置要求件数 不服申立て件数
終結件数 終結件数

０ − ０ −

福利厚生事業の状況の概要　〈平成25年度〉

　竹田市では､ 地方公務員法第４２条の厚生福利制度に基づき､ 職員の福利厚生事業を実施しています。人事行
政運営等の状況の公表の一環として福利厚生事業の実施状況等の概要をお知らせします。

《参考》　地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項について計画を樹立し、これを実施し
　　　　なければならない。〔地方公務員法第４２条〕

１．職員互助会の運営状況（平成25年度）
団　体　名 会員数 市補助金 公費率 主　な　事　業

竹田市職員共済会 411人 3,859千円 31.8％ 給付事業、文化厚生事業、普及事業

※公費率＝公費／（公費＋会員掛金）

２．健康管理事業の状況（平成25年度）　　　　　 ３．公務災害補償の状況（平成25年度）
項　　目 内　　　　容 加入団体 認定件数 災害の内容

定期健康診断 基本検査（401人）

地 方 公 務 員
災 害 補 償 基
金大分県支部

0件

各種がん検診 前立腺がん（128人・50歳以上男）
乳がん（91人・女）

そ の 他

脳 疾 患 検 査（45人・45歳50歳55歳
58歳）
ＨＣＶ抗体検査（71人・20歳以上５
歳刻み）

●お問い合せ　竹田市総務課職員係　☎63-1111（内線216・217）
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地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成
26
年
７
月
ま

で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び
教
育

委
員
会
の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

　

財
務
事
務
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
精
査
を

し
、
監
査
当
日
は
証
書
類
及
び
そ
の
他
関
係

書
類
等
の
審
査
を
行
い
、
処
理
に
つ
い
て
修

正
が
必
要
な
箇
所
は
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
。

■
人
権
・
同
和
対
策
課

　
「
竹
田
市
人
権
教
育
・
啓
発
実
施
計
画
」

に
沿
っ
た
諸
施
策
を
講
じ
て
、「
人
権
を
尊

重
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　

住
宅
新
築
資
金
等
償
還
金
の
収
納
対
策
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
図
書
館

　

市
民
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
現
図
書
館
を
、

引
き
続
き
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
方
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
図
書
館
に
し
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
す
る
。
ま
た
、
市
民
各
層
の
要

望
に
応
じ
た
図
書
等
の
充
実
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

新
図
書
館
建
築
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の

市
民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
気
軽
に
集
い
、
学

び
、
憩
い
、
交
流
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
熟

慮
を
し
て
建
設
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す

る
。
併
せ
て
、
歴
史
資
料
館
等
と
の
機
能
調

整
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
水
道
課

　

安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
と
水
質
保
全
に

引
き
続
き
十
分
留
意
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国

か
ら
の
指
導
に
よ
る
上
水
道
と
簡
易
水
道
の

統
合
に
向
け
た
統
合
基
本
計
画
の
策
定
を
推

進
さ
れ
た
い
。

　

依
然
と
し
て
多
い
水
道
使
用
料
金
の
滞
納

金
に
つ
い
て
、
利
用
者
負
担
の
公
平
性
か
ら

徴
収
率
の
向
上
を
図
り
一
層
の
経
営
の
安
定

化
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
白
丹
保
育
所　
　

　

保
育
所
の
保
育
理
念
「
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
し
、
保
護
者
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
保
育
所
を
目
指
す
」
に
向

か
っ
て
保
育
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す

る
。

　

ま
た
、
緊
急
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
行
動

を
常
に
念
頭
に
お
い
て
、
的
確
な
対
応
を
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
荻
保
育
所

　

保
育
目
標
の 

①
健
康
で
豊
か
な
子
ど
も 

②
が
ま
ん
の
で
き
る
子
ど
も 

③
自
立
心
の

あ
る
子
ど
も
の
育
成
に
向
っ
て
、
保
護
者
・

地
域
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
要
望
す
る
。

久
住
支
所

■
い
き
い
き
市
民
課　

　

地
域
振
興
策
と
行
財
政
改
革
は
双
方
と
も

に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
事
項
で

あ
る
。
今
後
の
支
所
の
行
政
機
能
の
あ
り
方

は
支
所
内
及
び
行
革
本
部
会
議
等
で
十
分
協

議
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
と
一
体
と
な
っ
て
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

■
産
業
建
設
課

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
補
助
事
業
を
最
大
活
用
し
て
集

落
営
農
や
担
い
手
育
成
に
取
り
組
み
、
規
模

の
拡
大
と
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
、
久
住
地

域
の
農
業
振
興
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
す
る
。

　

併
せ
て
、
債
権
（
滞
納
金
）
に
つ
い
て
、

一
層
徴
収
の
推
進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
す
る
。

直
入
支
所

■
い
き
い
き
市
民
課

　

支
所
及
び
本
庁
各
課
の
窓
口
と
し
て
、
一

層
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
直
入
地
域
の
資
源
を
有
効
活
用
す

る
よ
う
地
域
住
民
一
体
と
な
っ
て
地
域
振
興

を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

■
産
業
建
設
課

　

農
業
、
商
業
、
観
光
が
一
体
と
な
っ
て
直

入
地
域
の
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に

地
域
や
組
織
と
の
関
わ
り
を
持
ち
、
立
案
実

行
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

簡
易
水
道
使
用
料
金
の
滞
納
と
緑
資
源
機

構
事
業
の
償
還
金
の
未
収
金
に
つ
い
て
は
、

徴
収
の
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

荻
支
所

■
い
き
い
き
市
民
課

　

支
所
が
移
転
す
る
荻
福
祉
エ
リ
ア
を
拠
点

と
し
て
、
行
政
・
福
祉
・
健
康
づ
く
り
等
が

一
体
と
な
っ
て
更
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
、

準
備
と
住
民
周
知
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
産
業
建
設
課

　

優
良
農
地
を
有
す
る
荻
地
域
の
農
業
振
興

に
あ
た
り
、
地
域
（
組
織
・
団
体
）
の
声
を

聞
き
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
（
各
種
制
度
）
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
活
力
に
満
ち
た
農
業
経
営

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

簡
易
水
道
の
滞
納
整
理
に
つ
い
て
、
負
担

の
公
平
性
か
ら
徴
収
率
の
向
上
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

竹
田
市
監
査
委
員

  

　
佐  

伯  

次  

人

    

　  

同

  

　
森  

　  

哲  

秀

監
査
公
表

監査公表
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竹
田
高
等
学
校
は
、
明
治
30
年

（
１
８
９
７
年
）創
立
、
県
下
屈
指
の

長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
進
学
指
導

重
点
校
で
す
。
本
校
で
は
、
現
在
三

つ
の
日
本
一
の
学
校
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

「
生
徒
満
足
度
日
本
一
」

　

毎
日
が
充
実
し
て
い
て
、
進
路

志
望
が
達
成
で
き
る
、だ
か
ら
自
分

の
学
校
が
好
き
だ
と
思
う
生
徒
が

１
０
０
％
で
あ
る
学
校
。

「
保
護
者
満
足
度
日
本
一
」

　

子
ど
も
を
竹
田
高
校
に
進
学
さ
せ

て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

保
護
者
が
１
０
０
％
で
あ
る
学
校
。

「
地
域
満
足
度
日
本
一
」

　

竹
田
高
校
は
地
域
の
誇
り
だ
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
地
域
の
方
々
が

１
０
０
％
で
あ
る
学
校
。

　

本
校
の
主
役
で
あ
る
生
徒
諸
君
は

「
志
高
く
、
竹
高
生
と
し
て
の
誇
り

を
持
ち
、
学
力
向
上
、
進
路
達
成
、

自
己
実
現
の
意
欲
に
満
ち
た
次
代
を

担
う
心
豊
か
な
逞
し
い
生
徒
」を
め

ざ
し
て
、
日
々
成
長
し
続
け
て
い
ま

す
。

○
最
適
な
学
習
環
境
と
充
実
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
進
学
指
導
重
点
校
と
し
て
基
礎

学
力
の
強
化
か
ら
難
関
大
学
に

合
格
す
る
力
を
養
成
す
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
個
別
指
導
を
行
い
、

就
職
、
公
務
員
志
望
者
か
ら
難

関
大
学
進
学
志
望
者
ま
で
志
望

達
成
を
図
り
ま
す
。

○
多
彩
な
学
校
行
事
と
活
発
な
部

活
動
、
生
徒
会
活
動

・
幅
広
い
体
験
が
高
校
生
活
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち

は
目
標
を
持
ち
仲
間
と
の
協
働

を
と
お
し
て
大
き
く
飛
躍
し
て

い
ま
す
。

　

生
徒
が
志
を
立
て
、そ
の
実
現
に

向
け
生
徒
と
教
職
員
全
員
が
一
体
と

な
っ
て
全
力
を
傾
注
す
る
、そ
の
強

力
な
サ
ポ
ー
タ
ー
に
保
護
者
や
地
域

の
方
々
に
な
っ
て
い
た
だ
く
、そ
ん

な
学
校
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
毎
日
、
知
性

と
感
性
を
錬
磨
さ
れ
小
さ
な
成
功
体

験
を
積
み
上
げ
、
三
年
後
、
大
き

な
達
成
感
を
抱
き
、
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
巣
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
、「
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
フ
ォ
ワ
ー
ド

（
一
歩
前
へ
）」の
精
神
で
、
職
員
一

同
、
日
々
学
校
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
皆
様
の
ご
支
援
、ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
竹
田　

博
）

↑各大学による進学ガイダンス
　（本校修道会館）

↑外部講師による面接講演会

↑県高校総体での入場行進

↑前期生徒総会

↑同窓会派遣授業（東京大学での研修）
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「
国
指
定
史
跡
七
ツ
森
古
墳

群
」
は
、
国
道
57
号
線
沿
い
菅

生
台
地
に
あ
る
。
昭
和
34
年

（
１
９
５
９
）
５
月
13
日
付
で

指
定
さ
れ
、
七
ツ
森
古
墳
顕
彰

会
の
活
動
が
実
っ
て
い
る
。
先

祖
代
々
受
け
継
が
れ
た
墳
墓
は
、

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
盗
掘
で
壊
さ

れ
、
真
実
が
後
世
に
伝
え
ら
れ

な
い
と
地
域
の
人
々
と
話
し
合

い
、
会
の
結
成
に
努
め
た
の
が

大
塚
主
で
あ
る
。

　

昭
和
26
年
６
月
初
め
校
区
の

人
が
、
畑
か
ら
大
き
な
ハ
ン

ド
が
出
た
と
、
彼
が
務
め
る
菅

生
中
学
校
に
駆
け
込
ん
で
く
る
。

後
に
「
ね
ぎ
の
式
カ
メ
棺
」
と

名
付
け
ら
れ
た
出
土
品
で
あ
る
。

　

こ
の
時
に
別
府
大
学
賀
川
光

夫
教
授
と
の
縁
が
生
ま
れ
、
縄

文
時
代
の
カ
メ
棺
の
出
土
は
日

本
最
初
の
発
見
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

機
会
を
得
て
七
ツ
森
古
墳
の

現
状
を
訴
え
指
導
を
仰
ぎ
、
学

術
調
査
を
と
い
う
こ
と
、
顕
彰

会
の
結
成
を
し
県
や
市
に
協
力

を
求
め
、
学
術
調
査
は
昭
和
29

年
10
月
４
日
よ
り
９
日
間
実
施

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
調
査
員

の
宿
泊
は
地
域
の
人
々
の
居
宅

が
提
供
さ
れ
、
畳
を
替
え
丹
前

寝
具
を
整
え
、
炊
き
出
し
と
地

域
総
動
員
で
調
査
を
支
え
て
い

る
。

　

学
術
調
査
の
結
果
を
添
え
、

顕
彰
会
員
の
署
名
捺
印
と
共

に
指
定
申
請
書
は
提
出
さ
れ
る
。

地
域
の
人
々
の
協
力
が
実
を
結

び
、
文
部
省
の
本
調
査
が
行
わ

れ
、
国
指
定
史
跡
が
実
現
し
た

の
で
あ
る
。

　

大
塚
主
は
竹
田
中
学
校
校
長

を
最
後
に
勇
退
さ
れ
、
市
文
化

財
保
護
調
査
委
員
を
長
年
務
め

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
心
残
り
が

あ
る
と
す
る
と
、
七
ツ
森
の
公

有
化
と
付
設
の
博
物
館
建
設
で

あ
っ
た
ろ
う
。（

広
田　
　

敦
）

大
おお

塚
つか

　主
ちから

、地域の人々と七ツ森古墳

嫗岳中学校校長時代の大塚先生

日
本
一
の
学
校
を
目
指
し
て

今
月
の
学
び
舎

竹
田
高
等
学
校
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休館日カレンダー

【一般の本】
・荒神（朝日新聞出版）　　　　　　　　　宮部みゆき
・闇に香る嘘（講談社）　　　　　　　　　下村　敦史
・エヴリシング・フロウズ（文藝春秋）　　津村記久子
・鉄童の旅（実業之日本社）　　　　　　　佐川　光晴
・二人静	（光文社）　　　　　　　　　　　盛田　隆二
・降り積もる光の粒（文藝春秋）　　　　　角田　光代
・疎開した四〇万冊の図書（幻戯書房）　　金高　謙二
・日本人の誇りを呼び覚ます魂のスピーチ（廣済堂出版）弓狩　匡純
・流転の歌人柳原百連　紡がれた短歌とその生涯
　（NHK出版）	 　　　　　　　　　　　   馬場あき子他
【子どもの本】
・ハロウィンのランプ（岩崎書店）　　　　小林ゆき子
・じゃがいもポテトくん（小学館）　　　　長谷川義史
・かしの木の子もりうた（岩崎書店）　　　ロバート マンチ
・たんぽぽの目　村岡花子童話集（河出書房新社）  村岡　花子
・理系アナ桝太一の生物部な毎日（岩波書店）桝　　太一
【郷土の本】
・ドンケツガソラヲトブ　由布院・亀の井別荘物語（亀の井別荘）中谷健太郎
・酒と肴の文化地理　大分の地域食をめぐる旅（原書房）	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　周作

他60冊ほど入りました

新刊のご案内
図書館の
お知らせ

10 月

みんなのゆうがくかん

お知らせ
新しい旅の本が入りました！「ｄ design travel」デ
ザイン目線で観光を見直したガイドブックです。
東京・富山・静岡・沖縄・山口・福岡・鹿児島など
12冊が揃いました！一見の価値がある一冊です。

今

月
の読
み聞か

せ

「十勝千年の森の庭仕事」
世界でもっとも美しい庭　　

「魔女のシュークリーム」

新谷みどり（主婦の友社）

岡田　淳（BL 出版）

　ダイスケはシュークリームがだーいすき！ある日、魔女
に「いのち」をにぎられた黒ネコとカラスがダイスケのも
とにあらわれた……。「百倍の大きさのシュークリームを
食べてもらいたい」ハラハラ、ドキドキ！あまくてとろー
り、100倍たのしいファンタジーをどうぞ！！

　日高山脈と十勝平野の接点に位置する十勝千年の森。
　身のまわりの自然をお手本に、植物たちが生き生きと育つ
手助けをしているヘッドガーデナーが、十勝千年の森の四季
と庭仕事を紹介している素敵な一冊です。

一般の本

子どもの本

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 ◯お

◯く
◯な

5
◯く
◯な

6
◯お

7 8 9 10 11◯お
◯く
◯な

12
◯く
◯な

13
◯お

14 15 16 17 18◯お
◯く
◯な

19
◯く
◯な

20
◯お

21 22 23 24 25◯お
◯く
◯な

26
◯く
◯な

27
◯お

28 29 30 31

　　（アミ）が図書館の休館日
◯お ＝荻図書室　◯く ＝久住図書室
◯な ＝直入図書室

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL･FAX 68-2200
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

司書おすすめの1冊

○ブックスタート　
　10月８日㈬  13：30〜（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日  10：30～11：00（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム
　10月９日㈭  14：00～14：30（竹田幼稚園）
　10月16日㈭  14：00～14：30（南部幼稚園）
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「食楽バル」の日のために準備
した一品は、各店とも努力と
工夫を重ね、こだわり抜いた
メニューばかり！　　　　↓

　

竹
田
市
中
心
部
の
飲
食
店
を
は
し
ご
し
な
が

ら
食
べ
歩
く「
竹
田
食
楽
バ
ル
～
街
な
か
に
ぎ

わ
い
創
出
大
作
戦
」が
竹
田
商
工
会
議
所
青
年

部
主
催
で
10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

バ
ル
と
は
、
３
枚
綴
り
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購

入
し
、
お
好
み
の
参
加
店
舗
に
て
、【
特
別
メ

ニ
ュ
ー
＋
ド
リ
ン
ク
】を
は
し
ご
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
。
初
め
て
の 

お
店
で
も
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る「
き
っ
か
け
づ
く
り
」と
な
る
等
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
行
わ
れ
た「
第
１
回
」が
大
好
評
。

参
加
者
や
参
加
店
か
ら
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、

こ
の
度
、
第
２
回
目
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
前
回
か
ら
参
加
店
舗
は
６
店
舗
が
増

え
、
25
店
舗
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

　

竹
田
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
空
き
店
舗
が

多
く
な
り
さ
び
し
く
な
っ
た「
城
下
町
」を
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

甲
斐
昇
一
郎
青
年
部
会
長
は「
参
加
店
の
み

な
さ
ん
は
、
や
る
気
満
々
！
ぜ
ひ
美
味
し
い
も

の
を
、
は
し
ご
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
使
わ
な
か
っ
た
チ
ケ
ッ
ト
は

７
０
０
円
の
食
事
券
と
し
て
、
10
月
末
ま
で
参

加
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

　

さ
ぁ
、
竹
田
の
ウ
マ
い
も
ん
を
さ
が
し
に
、

町
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

チ
ケ
ッ
ト（
３
枚
１
組
・
前
売
り
、
当
日
）は
参

加
店
、
竹
田
商
工
会
議
所
、
竹
田
町
商
店
街
事

務
所
に
て
販
売
中
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
商
工
会
議
所
　
☎
６
３
―
３
１
６
１

竹田商工会議所青年部の団結力が光る「食」の町おこし！

「アートカルチャー」の次はこれだ！

城下町をはしごで食べ歩き
バル、がんばる〜！ バル、

がんば
る〜！
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穴森神社参道の鳥居が美しい姿へ！

蛍劇団が演じる「ありのままで」

いつも故郷竹田への思いを込めて

地元の子孫繁栄、五穀豊穣を願って、50年ぶりに改修

「蛍の里・敬老のつどい」で地元住民が演劇に挑戦！

竹田市出身の演歌歌手・響あゆみさんが歌手生活20周年

　平家物語緒環の章に登場する大蛇伝説に縁
ゆかり

のある、竹田市神
こう

原
ばる

地区の「穴森
神社」。拝殿の裏には、嫗嶽大明神の化身である大蛇が棲息したという洞窟が
あり、ご神体として奉られています。
　また、洞窟内の小石を持ち帰ると子宝に恵まれるという言い伝えがあり、
願いが叶ったら小石をそっと元の洞窟へ戻します。現在も、恋愛成就・子宝
祈願の神様として参拝者が遠方より訪れているそうです。
　その穴森神社の参道の「鳥居」と、神原・吐合地区の「一の鳥居」が築50年の
長きにわたる風化、老朽化に伴い、 ７月から改修工事に取り掛かっていました。
　この度の「鳥居」の竣工を祝い、神社に縁のある来賓者や工事関係者、地区
住民の代表者を集めて、８月30日、祝賀会が吐合公民館で行われました。
　美しい姿に蘇った鳥居を見て、穴森神社総代長の工藤今朝人さんは「気持ち
を正し、清らかな気持ちになりますね。 子孫繁栄や、五穀豊穣の神様でもあ
ります。地元や参拝者の末長い幸せを見守っていただけると嬉しいですね」
と、完成の喜びを語ってくれました。 

　敬老の日の９月15日、市内各地区では敬老の日にちなんだ行事や集会
が行われ、様々なアトラクションなどが催されました。
　その中でも、明治地区・明治小学校体育館で開かれた「敬老のつどい」
では、「今年は自分たちの手で何かお芝居をしよう」と、地元住民の有志
らがこの日のために「蛍劇団」を結成し、オリジナルの演劇を披露しまし
た。
　タイトルは「ありのままで」。同地区在住で演劇などの脚本経験のある
安東達夫さん（57歳）が認知症の姑

しゅうと

を抱えた次男夫婦による葛藤劇を笑い
あり、涙ありの脚本に仕上げました。

　次男役が広瀬和美さん（明治地区社会福祉協議会会長・67歳）、次
男の妻役が菊池恭子さん（62歳）、認知症のある姑役が黒阪義さん（57
歳）、長男役を酒井恭喜さん（明治地区公民館長・64歳）の４名が出
演しました。
　出演者のほとんどは演劇未経験。この一か月間、一生懸命に練習
に取り組みました。地元の固有名詞や方言が散りばめられ、どこの
家庭でもありそうな共感できるストーリーに、終演後、客席からは
大きな拍手が起こりました。
　劇団代表の広瀬さんは「ほっとしている。みんなが喜んでくれた
ことが何よりうれしいね」と語ってくれました。

　竹田市出身の演歌歌手・響あゆみさんが今年歌手生活20周年を迎えました。
　平成２年に歌手を志し上京。作詞家・結城忍氏に師事。その後、クラウンレコード
からデビュー。現在、東京に事務所を構え、東日本を中心に活動をしています。
　20周年記念アルバム「海峡網走」には、あの日本屈指のアコースティックギタリスト・
笛吹利明さんの演奏で「荒城の月」を収録。また、望郷の竹田をテーマにした「竹田の春」

（都丸悠・作詞／笛吹利明・作曲）も収録され、さらなる活躍が期待せずにはいられな
い１枚となっています。市民のみなさん、ぜひ応援をお願いします。

㉄響あゆみ音楽事務所　☎050-1446-2484　ホームページ　http://hibiki-ayumi.com/

↑ 熱のこもった演技を披露する劇団員

↑新しく、美しくなった鳥居の完成を祝う地元のみなさん

←蛍劇団のみなさん

↑感動の涙を誘う

↑20周年記念アルバム「海峡網走」
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こ
の

広
報

誌
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

平成26年度に任用（第１次）した地域おこし協力
隊員のうち次の２名が８月21日着任しましたの
でご紹介します。（①住所地　②勤務先　③抱負）

地域おこし協力隊頑張り
ます！

　

低
地
の
河か

川せ
ん

敷じ
き

や
池ち
し
ょ
う沼
な
ど
の

湿
地
に
生
育
す
る
高
さ
80
㌢
ほ
ど

の
多
年
草
で
す
。
赤
味
を
帯お

び
た

茎く
き

は
枝
分
か
れ
し
な
い
円え
ん

柱ち
ゅ
う

形け
い

で

直
立
し
ま
す
。

　

互ご

生せ
い

す
る
葉
は
先
が
と
が
る
狭き
ょ
う

披ひ

針し
ん

形け
い

で
、
ふ
ち
に
は
細
か
い
鋸き
ょ

歯し

が
あ
り
ま
す
。
大
き
さ
は
長
さ

10
㌢
、
幅
が
１
㌢
ほ
ど
で
、
ほ
と

ん
ど
無む

柄へ
い

で
す
。

　

初
秋
の
頃
、
茎
の
先
に
数
個
の

花
の
軸じ
く

を
Ｙ
状
に
広
げ
、
総ふ

さ

状じ
ょ
う

に

多
数
の
淡
黄
白
色
の
径
５
㍉
ほ
ど

の
花
を
上
向
き
に
咲
か
せ
ま
す
。

花
は
花
弁
は
な
く
雄お

し
べ
10
個
、

雌め

し
べ
の
子し

房ぼ
う

が
５
個
あ
り
ま
す
。

星ほ
し

形が
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郷土の植物 （307）

阿孫  久見
第115回

タコノアシ（ベンケイソウ科）

①千葉県船橋市
②農村回帰 城下町交流館「集」
③初めまして、こんにちは。
　この度、協力隊の一員として勤

務させて頂く事になりました。
前職はスポーツ用品メーカーの
営業をしておりましたが、竹田の人や自然に魅
かれ、移住を決意いたしました。

　竹田市の事はまだまだ勉強中の私ですが、日々
の生活の中でこの土地の宝に接する機会が多く、
感動しています。この魅力を伝え、竹田市のファ
ンを一人でも多く作っていきたいと思います。

　皆様とのご縁に感謝し、地域の一員となれるよ
う頑張りますので、どうぞよろしくお願いいた
します。

①千葉県船橋市
②竹田市生涯学習課
③こんにちは。今回地域おこし協

力隊として生涯学習課に配属と
なりました。市役所３階または
公民館などにいることが多いで
すが、今は竹田市のひと・もの・ことの宝探し
をするために市内のあちこちを廻ってはお話を
伺ったり、写真を撮ったりしています。竹田市
の魅力を生かし、竹田市の子どもたちからお年
寄りまでみんなが笑顔で元気になるような機会
を作っていきたいです。協力隊のメンバーはも
ちろん、多くの方と協力して「素敵なまち竹田」
をつくり、世界中の人に発信していきたいと考
えておりますので、どうぞよろしくお願いいた
します。

堀
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場
ば
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お
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場
ば

 さくらさん
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別冊 たけたん情報　10月号
行事・イベント

出会いと創造　第16回大分県民芸術文化祭　若者行事

奏
かなで

リコーダーアンサンブル  第10回定期演奏会
日　時　11月24日（月・振替休日）
開　場　13：30〜　　開　演　14：00〜
会　場　久住公民館くじゅうサンホール
入場料　一般1,000円　中学生以下500円
●お問い合せ　奏リコーダーアンサンブル事務局（吉野）
　☎090-7290-4935

歴史資料館　　　　　　　　　  　☎63-1923

〔開館時間〕9：00〜17：00
〔休　館　日〕10月６日㈪、７日㈫、14日㈫、20日㈪、27日㈪、
　　　　　28日㈫〜31日㈮までは展示替えのため臨時休館

○企画展『4seasons 南画と四季』 ２階展示室Ｂ

　10月１日㈬〜26日㈰
　四季（春夏秋冬）を題材にした南画を展示、四季彩豊かな
作品から季節と南画の関係について紹介します。

市民ギャラリー水琴館　　　    ☎ 63-2200

〔開館時間〕9：00〜17：00
〔休　館　日〕10月６日㈪、７日㈫、14日㈫、20日㈪、27日㈪

○『第22回押花会・いちりん草展示会』　
　９月26日㈮〜10月５日㈰
　身近にある草花を押花にし、自然の姿を額装や生活用品
などに作り上げた作品を展示。　 （安松裕子　☎62-2572）

○『第29回竹田市美術展』　
　10月８日㈬〜19日㈰
　竹田市美術協会主催。竹田市在住・出身作家の作品（日
本画・洋画・版画・彫刻・工芸）を展示。

（阿南初夫　☎090-5290-7522）

○『第50回大分県美術展写真展巡回展』　
　10月21日㈫午後〜10月26日㈰
　第50回大分県美術展写真展に入賞した優秀作品（招待・
会員・一般）を展示。　　　　　　（後藤俊治　☎68-2645）

○『二九志乃会作品展』　
　10月29日㈬〜11月９日㈰
　二九志の会の会員の作品（絵画・陶芸・型染・書道・
パッチワークなど）約70点を展示。（佐藤昭次　☎63-1222）
※展示内容の詳細については、申込者へ直接お問い合わせ

ください。

年　金
国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

国民年金保険料の追納をお勧めします！
　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、
若年者納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた期間が
ある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金

（65歳から受けられる年金）の受け取り額が少なくなりま
す。 そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る老
齢基礎年金を増額するために、10年以内であれば遡って
古い月分から納める（追納）ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起
算して3年度目以降の追納の場合、当時の保険料額に一定
の加算額が上乗せされます。 
○一部免除を受けた期間は、残りの納付すべき保険料が納

付されていなければ追納はできません。 
○「若年者納付猶予・学生納付特例期間」が「法定免除・申

請免除期間」より古い（先に経過した）月分である場合は、
「若年者納付猶予・学生納付特例期間」が優先します。 

○「法定免除・申請免除期間」が「若年者納付猶予・学生納
付特例期間」より古い（先に経過した）月分である場合は
どちらを優先して納めるか本人が選択できます。 

○「若年者納付猶予学生納付特例期間」の中では、先に経過
した月分から納めることになります。 

○「法定免除・申請免除期間」の中では、先に経過した月分
から納めることになります。 

※追納のお申込み・ご相談はお近くの年金事務所へお願い
します。

●お問い合せ　大分年金事務所 国民年金課 ☎097-552-1211

消費者行政
消費生活相談窓口からの注意喚起

―個人情報の削除を騙る詐欺が急増―
　初めに、公的機関を名乗る者から「あなたの個人情報が
３か所に漏れている。２か所は取り消せたが、１か所だけ
取り消せない。代理の人を立てる必要がある」などという
電話があります。その後、様々な理由を付けてお金を請求
するというものです。
　公的機関がこのような電話をすることはありませんの
で、このような電話は詐欺です。もし電話がかかっても相
手にせず、すぐに電話を切るようにしましょう。
●お問い合せ
　◎竹田市市民課窓口（竹田市消費生活センター）
　　☎63-4834　8：30〜17：00（月〜金　平日のみ）
　◎大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　　☎097-534-0999

❶
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税　務
固定資産税の申告・届出をお忘れなく！
◎固定資産税は、毎年１月１日の時点で土地・家屋・償

却資産を所有している方（土地・家屋は、登記簿（課税台
帳）上の所有者）にかかります。

◎土地・家屋を年の途中で売買した場合でも、その年の12
月末までに所有権移転の登記手続がなされない場合は、
前所有者の方に翌年度の税金がかかります。

　その他、登記手続についてもお忘れなくお願いします。
１．住宅用地の異動申告
　　現在、住宅が建っている土地（住宅用地）については、

固定資産税が軽減されています。
　　住宅の取り壊し等で、住宅用地でなくなった場合や新

たに住宅用地になった場合等、住宅用地に異動があった
時は、市税条例第74条にて届出することが定められてい
ます。

　　申告の期限は平成27年２月２日㈪になっています。必
ず申告をお願いします。申告内容は、所有者（住所・氏
名）・住宅用地（所在・地積）・家屋（所在・所有者・床面
積等）となっています。

２．土地・家屋の異動届
土地の異動

　・土地の地目が変わった場合
家屋の異動

　・家屋を新築または増築した場合
　・家屋の一部または全部を取り壊した場合
　　上記の異動があった場合は、すみやかにご連絡をお願

いします（法務局にて登記手続きをされた方は連絡する
必要はありません）。

●お問い合せ　竹田市税務課資産係　☎63-1111（内線
123・124・128）

農　業
農地の借り手を募集します（農地中間管理事業）

　公益社団法人大分県農業農村振興公社では、農地中間管
理機構として、農地中間管理事業の推進に関する法律第17
条第１項及び農地中間管理事業規程第18条第１項の規定に
基づき、以下のとおり農用地等の借受け希望者を募集しま
す。（農地の貸し借りの新しい仕組みです）
１　募集期間
　　第３期：平成26年10月10日㈮〜平成26年11月10日㈪
２　募集の区域

　竹田地域、荻地域、久住地域、直入地域（借受けを希
望する区域を記入します。複数可）

３　応募の条件
　借受け希望者は、次に掲げるすべての要件を満たす者
とする。
⑴機構から借受ける農用地等について、そのすべてを効

率的に利用して耕作または養畜の事業を行うと認めら
れる者であること。

⑵当該農用地等を原則として10年以上借受けて、農業生
産活動を行うことができる者であること。

⑶下記に定める募集結果の公表について、同意した者で
あること。

　　ア氏名または名称
　　イ当該区域内の農業者、区域外の農業者、新規参入者の別
　　ウ借受けを希望する農用地等の種別、面積
　　エ借受けた農用地等に作付けをしようとする作物の種別
4　申出書及び取り下げ書

　募集の際に提出いただく様式は、竹田市農政課、各支
所産業建設課の各窓口に用意しています。また大分県農
地中間管理機構（農業農村振興公社）のホームページにも

様式を用意しています。
５　貸付希望調書

　「農地」を農地中間管理機構を通じて貸し付けたい方は、
貸付希望調書（農政課・各支所産業建設課の窓口に用意）
を随時受け付けていますので提出してください。

６　提出先　竹田市農政課、各支所産業建設課
●お問い合せ　竹田市農政課　☎63-4805

予防接種
インフルエンザ予防接種料を助成します
　竹田市では下記の内容でインフルエンザ予防接種の一部
を助成します。
◆対象者

対　象 助成金額 接　種　方　法
①65歳以上の方

2,000円

医療機関の窓口で個人負担額1,500円をお
支払いください。やむを得ず市外（県内）
で接種する場合も、高齢者インフルエン
ザ予防接種相互乗り入れ協力医療機関で
あれば、竹田市が同様に費用の一部を助
成します。生活保護を受給されている方
は無料です。福祉事務所で発行する証明
書を医療機関窓口に提出してください。

②60歳以上65歳未満の方
で、心臓、じん臓もしく
は呼吸器の機能またはヒ
ト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能に日常生活
行動が極度に制限される
程度の障害を有する方

③上記に該当しない竹田
市国民健康保険の方

1,000円

市内の協力医療機関で接種する場合は、
医療機関の窓口で接種料から1,000円を差
し引いた額をお支払いください。やむを
得ず協力医療機関以外で接種する場合は、
一旦医療機関の窓口で料金を支払ってい
ただき、保険課または各支所いきいき市
民課で返還の手続きをしてください。対
象に該当しない方で接種を希望する方は、
全額自己負担での接種となります。

◆接種期間
　平成26年10月１日から平成27年１月31日までの間、
各医療機関の診療時間内

◆接種回数
　＊13歳未満の方は２回接種となります。
◆助成回数
　＊いずれの方も接種期間内に１回限りの助成です。
◆その他
　＊この予防接種は強制的なものではなく、自らの判断で

接種を希望する方に行うものです。接種される場合は、
かかりつけの医師と相談のうえ接種してください。

　＊医療機関窓口で保険証を必ず提示してください。母子
健康手帳、健康手帳、お薬手帳等お持ちの方は一緒に
提示してください。

　＊接種を希望される医療機関に、必ず事前予約をしてく
ださい。

◆協力医療機関
医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

伊 藤 医 院 75-2222 古訓堂黒川クリニック 63-2358 柚 須 医 院 63-2016
大 久 保 病 院 64-7777 佐 藤 医 院 68-2005 竹 田 診 療 所 62-4014
加藤内科医院 63-2006 志 賀 内 科 63-2083 竹田クリニック 64-9000
久住加藤医院 76-0008 道 全 内 科 63-2270 竹田医師会病院 63-3241
くどう循環器科・内科 63-2304 秦 医 院 63-2246 竹田市立こども診療所 63-3838
みはら整形外科 62-3850

　協力医療機関ごとに、接種可能な年齢が異なりますので、
詳しくは各医療機関に直接お問い合わせください。
●お問い合せ　竹田市健康増進課　☎63-4810　竹田市保

険課　☎63-1111（内線136）

福　祉
 父子福祉資金貸付金が創設されます
　平成26年10月から、父子福祉資金貸付金が創設されました。
制　度：扶養する児童の授業料等学校に通学のために必要

な経費や生活資金等の貸付けを行うもの。
対　象：父子家庭の父及び父が扶養する児童。
種　類：修学資金、技能習得資金、生活資金等12種類。
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償　還：資金の種類ごとに一定期間据置後、月賦、半年賦、
年賦による元利均等で返済（資金によっては無利子）。

手続き：市役所で相談後、必要な書類を提出。後日、県か
らの決定を受けて資金が交付されます。

窓　口：竹田市福祉事務所　☎63-4811

2014年度豊肥地区福祉のしごと就職フェア
　福祉の仕事を目指す方の就職活動を、大分県福祉人材セ
ンターが応援します。福祉事業所の採用担当者から直接話
を聞けるチャンスです。参加料は無料です。
日　時　10月22日㈬ 13時〜15時
場　所　ホテル豊洋（豊後大野市三重町）
内　容　就職面談、各種相談
●お申込み・お問い合せ　大分県福祉人材センター
　☎097-552-7000

第10回歳末助け合いチャリティーショー出演者募集
日　　時　12月６日㈯　午前の部　10：00 〜 12：00
　　　　　　　　　　　 午後の部　14：00 〜 16：00
場　　所　直入中央公民館
申込期限　10月31日㈮
出演時間　 舞踊５分以内、寸劇15分以内、古典芸能は10

分以内、その他は５分以内（カラオケは不可）。
出演資格　 市内に住所を有する者、または市内に勤務する

者で構成する団体・グループまたは個人とし、危険を伴
う内容、公序良俗に反するものでないこと。団体出演は
１団体１演目。舞踊は１会派１演目とし、指導免許を有
する者が必ず出演すること。

＊出演者の諸経費、出演料、交通費、出演に必要な諸経費
及び物品などは、すべて出演者側で負担をお願いします。

●お問い合せ・お申込み　
竹田市社会福祉協議会☎63-1544　または社会福祉協
議会各支所　荻☎68-3050　久住☎64-3823　直入☎75-
2216　竹田市福祉事務所☎63-4811

指定管理
「竹田市陽目の里」 指定管理者を公募します！

　竹田市では、地方自治法及び陽目の里条例の規定に基づ
き交流施設「陽目の里名水茶屋」及び「キャンピングパーク」
において管理・運営を行う指定管理者を公募します。
１　施設の概要
　　名　　称　「陽目の里名水茶屋」及び「キャンピングパーク」
　　所　在　地　竹田市荻町陽目371番地外
　　指定期間　平成27年４月１日〜平成30年３月31日（３か年を予定）
２　募集要項
　　募集期間　平成26年10月１日㈬〜27日㈪
　　要項詳細　業務内容や応募資格等の詳細については、
　　　　　　　竹田市荻支所産業建設課（☎68-2215）にお

問い合わせください。

人権擁護
　本年６月議会にお
いて竹田市人権擁護
委員の推薦について
適任と決定された次
の 方 に、10月 １ 日
付けで法務大臣から
委嘱状が交付されま
した。

募　集
第10回竹田市民親睦チャリティーゴルフ大会参加者募集
と　　き　11月16日㈰ 　8：00スタート（予定）
場　　所　久住高原ゴルフ倶楽部
受付期間　10月6日㈪〜 11月7日㈮　
参　加　費　2,000円（チャリティー協力金含む）＋プレー代
（食事込み5,000円）※参加申し込みは久住高原ゴルフ倶
楽部（☎0974-64-3010 Email： kuju-gc@blue.oit-net.jp）まで

参加資格　市民及び市内に勤務する方、並びに竹田市出身
者で親睦チャリティーの趣旨に賛同していただける方、
男子・女子の部で行います。各部門別入賞者を表彰。当
日の表彰式は行わず、後日参加者に成績表を送付します。

●お問い合せ　竹田市民親睦チャリティーゴルフ大会実行
委員会事務局（工藤）　☎63-3647、090-8298-1544

大分県立大分高等技術専門校　生徒募集
申込期間　11月４日㈫〜18日㈫
訓練期間　平成27年４月７日〜（１年間、または２年間）
対　　象　平成27年３月高等学校卒業見込みの方
●お問い合せ　大分県立大分高等技術専門校　☎097-542-3411

計量器
はかり（計量器）を取引または証明にお使いの方へ
　はかり（計量器）を、商品の販売、農水産物の出荷・販売、
薬の調剤、健康診断、診療等に使用されている方は、２年
ごとに県知事が行う定期検査を受けなければなりません。
　今年度、竹田市においては10月15日〜10月22日（土、日
曜、祝日を除く）の間に定期検査が実施されます。前回の
受検者には受検会場、日時はハガキでお知らせします。
　また、取引・証明に使用するはかりを新規に購入された
方などで、今まで検査を受けたことのない方、取引・証明
への使用を廃止された方は10月６日㈪までに、商工観光課
までお知らせください。
●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎63-4807　大分県産

業科学技術センター計量検定担当　☎097-596-7102

首藤　法文氏
（新任）

竹田市直入町大字上田北
1354番地

熊野　一男氏
（再任）

竹田市荻町政所935番地
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伝
競

走
大

会
 1

4:
00

ス
タ

ー
ト（

日
本

一
の

マ
ラ

ソ
ン

練
習

コ
ー

ス
）

・
第

24
回

Ｌ
Ｄ

コ
ン

サ
ー

ト
19

：
00

-2
1：

00（
直

入
教

育
会

館
２

階
ホ

ー
ル

）

26
27

28
29

30
31

・
地

区
巡

回
健

診
 8：

00
-1

0：
00（

荻
福

祉
健

康
エ

リ
ア

）
・

第
38

回
直

入
地

域
ふ

る
さ

と
振

興
祭

　
9：

00
～

開
会

（
直

入
支

所
イ

ベ
ン

ト
広

場
周

辺
）

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
：

30
-

11
：

00（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
：

30
-1

5：
30（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約（
☎

63
-3

34
6）

・
第

19
回

ふ
る

さ
と

再
発

見
ツ

ア
ー〔

黒
田

官
兵

衛
～

豊
後

の
歴

史
を

学
ぶ

旅
〕

7：
20

-1
8：

00
　

参
加

料
50

00
円

※
雨

天
決

行
㉄

 竹
田

市
観

光
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

委
員

会
 ☎

63
-2

63
8

・
水

琴
館「

二
九

志
乃

会
作

品
展

」～
11

/9
㈰

ま
で

・
陽

目
の

里「
名

水
茶

屋
」休

業
日

・
竹

田
温

泉
花

水
月

休
館

日
・

不
妊（

不
育

）に
つ

い
て

の
個

別
相

談
会

14
：

00
-1

6：
00

 ※
無

料（
大

分
県

豊
肥

保
健

所
）㉄

大
分

県
豊

肥
保

健
所

地
域

保
健

課
 ☎

09
74

-2
2-

01
62

【
納

期
限

】
・

市
県

民
税

３
期

、
国

民
健

康
保

険
税

７
期

、
介

護
保

険
料

・
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

料
４

期
　

○
麻

薬
・

覚
せ

い
剤

乱
用

防
止

運
動

　
○

薬
物

及
び

銃
器

取
締

強
化

期
間

○
体

力
つ

く
り

強
調

月
間

　
　

○
臓

器
移

植
普

及
推

進
月

間
○

共
同

募
金

運
動

　
10

/1
㈬

～
翌

年
３

/3
1㈫

　
　

○
都

市
緑

化
月

間
　

　
○

土
地

月
間

　
　

○「
法

の
日

」週
間（

10
/１

㈬
～

７
㈫

）　
○

薬
と

健
康

の
週

間（
10

/1
7㈮

～
23

日
㈭

）
○

公
証

週
間（

10
/１

㈬
～

７
㈫

）
○

間
伐

推
進

強
化

月
間（

10
/1

㈬
～

11
/3

0㈰
）

月 間 ・ そ の 他

10
月

行
政

相
談

員
に

よ
る

行
政

相
談

所
の

開
設

一
覧

地
　

域
相

　
談

　
日

 開
催

時
間

開
　

催
　

場
　

所
竹

　
田

10
月

15
日

㈬
  9

：
00

～
12

：
00

竹
田

市
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
相

談
室

荻
10

月
16

日
㈭

10
：

00
～

12
：

00
荻

支
所

　
1階

厚
生

室
久

　
住

10
月

16
日

㈭
 

10
：

00
～

12
：

00
久

住
公

民
館

　
健

康
相

談
室

直
　

入
10

月
16

日
㈭

 
10

：
00

～
12

：
00

直
入

支
所

　
小

会
議

室
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
総

務
課

行
政

係
　

☎
63

-1
11

1（
内

線
21

1）
※

行
政

相
談

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

は
、

行
政

相
談

委
員

ま
で

 
　〔

竹
田

〕小
河

晴
義

☎
62

-3
66

2　
〔

　荻
　〕

太
田

正
一

☎
68

-2
48

0
　〔

久
住

〕本
郷

俊
一

☎
76

-1
30

4　
〔

直
入

〕児
玉

龍
明

☎
75

-2
42

6 

田
能

村
竹

田
18

0年
祭

■
20

14
年

11
月

の
予

定
第

24
回

  Ｌ
Ｄ

コ
ン

サ
ー

ト
11

月
３

日（
月

・
祝

）
　

・
第

９
回

ト
マ

ト
天

国
in

お
ぎ

・
第

35
回

荻
ふ

る
さ

と
祭

り
  9

：
00

～（
荻

福
祉

健
康

エ
リ

ア
）

　
・

第
66

回
画

聖「
田

能
村

竹
田

」先
生

を
し

の
ぶ

美
術

祭
表

彰
式

10
：

00
～

12
：

00（
久

住
公

民
館

く
じ

ゅ
う

サ
ン

ホ
ー

ル
）

　
・

竹
田

市
功

労
者

表
彰

式
13

：
00

～（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
11

 月
５

日
㈬

　
・

４
・

10
か

月
児

健
康

診
査〔

4か
月

〕
13

：
00

-1
3：

15
受

付〔
10

か
月

〕
13

：
15

-1
3：

30
受

付（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）※
15

：
00

終
了

予
定

 
11

月
８

日
㈯

　
・

第
10

回
竹

田
市

社
会

福
祉

大
会（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

11
月

16
日

㈰
　

・
第

68
回

竹
田

市
駅

伝
競

走
大

会
　

15
：

00
～

11
月

20
日

㈭
　

・
ド

イ
ツ

交
流

25
周

年
記

念
式

典
15

：
00

-1
7：

00
 

11
月

21
日

㈮
～

23
日

㈰
　

・
た

け
た

竹
灯

籠（
竹

田
城

下
町

界
隈

）　

日
　

時
　

10
月

25
日

㈯
　

19
：

00
～

21
：

00
会

　
場

　
直

入
教

育
会

館
２

階
ホ

ー
ル

　
　

入
場

料
　

無
料

内
　

容
　

・
名

曲
鑑

賞「
由

紀
さ

お
り

・
安

田
祥

子
」の

歌
　

ほ
か

　
　

　
　

・
人

形
劇「

お
お

か
み

の
し

っ
ぽ

」（
パ

ペ
ッ

ト
な

ず
な

会
）

　
　

　
　

・
ブ

ラ
ッ

ク
シ

ア
タ

ー（
竹

田
よ

し
み

会
）

●
お

問
い

合
せ

　
瀧

廉
太

郎
会

事
務

局
　

☎
63

-1
82

3（
堀

）

【
茶

掛
展

・
遺

墨
展

】
　

11
月

１
日

㈯
～

３
日（

月
・

祝
）

9：
00

～
　「

高
僧

・
竹

田
先

生
と

そ
の

師
友

・
門

下
の

作
品

」（
旧

竹
田

荘
画

聖
堂

）

【
茶

　
会

】
　

11
月

２
日

㈰
～

３
日（

月
・

祝
）

　
9：

00
～

15
：

00（
旧

竹
田

荘
母

屋
ほ

か
）

　
※

茶
券

1,
00

0円
（

３
席

と
も

入
席

可
・

入
荘

料
含

む
）

【
献

茶
式

】
　

11
月

３
日（

月
・

祝
）

9：
00

～（
旧

竹
田

荘
画

聖
堂

）
　

㉄
竹

田
顕

彰
会

事
務

局
　

　
☎

62
-2

52
9（

足
達

）

秋
祭

り
の

シ
ー

ズ
ン

で
す

。
花

火
あ

そ
び

に
よ

る
火

災
を

防
ぎ

ま
し

ょ
う

！
・

民
家

の
近

く
や

枯
草

な
ど

燃
え

や
す

い
物

が
あ

る
場

所
で

は
、

火
の

後
始

末
な

ど
十

分
に

気
を

つ
け

ま
し

ょ
う

。
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10
月

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
14

年（
平

成
26

年
）

※
１

竹
田

市
歩

こ
う

会
 ☎

62
-2

50
1（

山
本

）
※

２
竹

田
創

生
館

 ☎
62

-4
10

0
農

業
委

員
会

事
務

局
農

地
係

か
ら

の
お

知
ら

せ
・

農
地

に
係

る
各

種
申

請
受

付
の

締
め

切
り

は
、

毎
月

15
日

で
す（

15
日

が
土

日
の

場
合

は
直

前
の

金
曜

が
締

切
日

と
な

り
ま

す
）。

●
お

問
い

合
せ

　
竹

田
市

農
業

委
員

会
事

務
局

　
☎

63
-4

81
5

日
SU

N
月

MO
N
火

TU
E
水

WE
D
木

TH
U
金

FR
I
土

SA
T

1
土

地
の

日
2

3
4

・
陽

目
の

里「
名

水
茶

屋
」休

業
日

・
歴

史
資

料
館

企
画

展
  「

４
se

as
on

s 
南

画
と

四
季

」～
10

/2
6㈰

ま
で

・
水

琴
館「

第
22

回
押

花
会

・
い

ち
り

ん
草

展
示

会
」～

10
/5

㈰
ま

で

・
竹

田
温

泉
花

水
月

休
館

日
・

第
10

回
竹

田
市

交
通

安
全

市
民

大
会

14
：

00
-1

6：
00

（
久

住
公

民
館

く
じ

ゅ
う

サ
ン

ホ
ー

ル
）

・
な

お
い

り
保

育
園

運
動

会
 

9：
00

-1
2：

00
　

※
雨

天
時

直
入

小
体

育
館

・
竹

田
保

育
所

運
動

会
  9

：
00

-1
2：

00
　

※
雨

天
時

竹
田

小
体

育
館

5
6

7
8

9
10

11
・

あ
さ

ひ
ヶ

丘
保

育
園

 9
:0

0
～（

総
合

運
動

公
園

多
目

的
グ

ラ
ン

ド
）

・
第

44
回

久
住

高
原

祭
り

・
久

住
高

原
牛

肉
祭

り
 1

0：
00

～（
竹

田
市

久
住

町
南

登
山

口
特

設
会

場
）

・
全

国
一

斉
！

法
務

局
休

日
   

相
談

所（
無

料
）1

0：
00

-1
6：

00（
大

分
地

方
法

務
局

竹
田

支
局

２
階

会
議

室
）

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日
・

平
成

26
年

第
11

回
竹

田
市

農
業

委
員

会
総

会
 9：

00
～

（
竹

田
市

役
所

本
庁

３
階

 
委

員
会

室
）

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
：

30
-

11
：

00（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
：

30
-1

5：
30（

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約

（
☎

63
-3

34
6）

・
陽

目
の

里「
名

水
茶

屋
」休

業
日

・
水

琴
館「

第
29

回
竹

田
市

美
術

展
」～

10
/1

9㈰
ま

で
・

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
13

：3
0～

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
・

4・
10

か
月

児
健

康
診

査〔
4

か
月

〕
13

：
00

-1
3：

15
受

付
〔

10
か

月
〕

13
：

15
-1

3：
30

受
付（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）※

15
：

00
終

了
予

定
 

・
竹

田
温

泉
花

水
月

休
館

日
・

健
康

相
談

 8：
30

-1
0：

30（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

保
健

指
導

室
）※

事
前

予
約

は
不

要
・

お
は

な
し

ル
ー

ム
14

：
00

-
14

：
30（

竹
田

幼
稚

園
）

・
玉

来
保

育
園

9:0
0～

（
南

部
小

学
校

 校
庭

）
・

第
23

回
Ｂ

＆
Ｇ

財
団

会
長

杯
争

奪
直

入
少

年
剣

道
大

会
　

第
51

回
直

入
町

少
年

剣
道

大
会

 9
:00

開
会（

竹
田

市
Ｂ

＆
Ｇ

直
入

海
洋

セ
ン

タ
ー「

体
育

館
」）

・
童

謡
と

絵
本

の
会

10
：0

0-
11

：3
0（

佐
藤

義
美

記
念

館〔
こ

の
こ

の
お

う
ち

〕）
・

荻
保

育
所

運
動

会
9：

00
-1

2：
00

 ※
雨

天
時

、
荻

福
祉

エ
リ

ア
多

目
的

運
動

場
・

子
牛

市
場

　
9：

30
セ

リ
開

始
　（

豊
後

豊
肥

家
畜

市
場

）
・

大
分

県
行

政
書

士
会

豊
肥

支
部「

無
料

相
談

会
」1

0：
00

-1
5：

00（
豊

後
大

野
市

中
央

公
民

館
）

12
13

体
育

の
日

14
15

16
17

18
・

第
57

回
荻

地
域

体
育

祭
　

9：
00

～
開

会
式（

荻
小

学
校

運
動

場
）

・
20

14
南

山
荘

ふ
れ

あ
い

秋
ま

つ
り

13
:0

0～
（

南
山

荘
）

※
民

踊
や

神
楽

、フ
ー

ド
コ

ー
ナ

ー
等

あ
り

・
第

24
回

自
治

会
対

抗
ミ

ニ
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
 9：

00
～（

竹
田

市
久

住
総

合
運

動
公

園
体

育
館

） 
・

郷
土

の
自

然
に

親
し

み
植

物
を

観
察

す
る

会〔
秋

の
雨

ケ
池

越
ま

で
の

観
察

〕
市

役
所

前
 7：

30
集

合
※

２

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
：

30
-

11
：

00（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）
・

第
６

回
川

端
康

成
記

念
講

演
会「

脳
と

学
び

」1
3：

00
-

15
：

00〔
講

師
〕茂

木
健

一
郎（

脳
科

学
者

）（
竹

田
高

等
学

校
高

校
体

育
館

）

・
温

泉
療

養
文

化
館「

御
前

湯
」休

館
日

・
陽

目
の

里「
名

水
茶

屋
」休

業
日

・
特

定
計

量
器

定
期

検
査

10
：

00
-1

5：
00

（
直

入
公

民
館

）
・

年
金

相
談〔

完
全

予
約

制
〕

10
：

00
-1

5：
00

（
竹

田
市

高
齢
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環境衛生
事業・開発行為予定者は事前に協議をお願いします
　竹田市内で、土地の造成や事業所の建設、太陽光発電等
の事業・開発等を行う場合は、事前に事業内容の協議が必
要です。
　下記に掲げる事業等を実施する場合、事業・開発行為予
定者は、必ず市環境衛生課への事前協議を行ってください。
⑴宅地の造成やその他土地の区画、形質を変更する事業

で、その面積が1,000平方メートルを超えるもの。ただ
し1,000平方メートル以下であっても、分譲を目的とす
るものは、この対象です。

⑵環境悪化を招くおそれのある工場や事業所の新築並びに
増改築、太陽光発電施設等

⑶温泉の湧出を目的とした土地の掘削
⑷廃棄物の処理や産業廃棄物の再商品化を目的とした土地

の利用や施設の設置
⑸へい獣やと畜並びに魚脇骨の処理を目的とした工場や事

業所の新設及び増改築（竹田市環境保全条例第９条）平成
17年４月１日施行

＊事業内容によって、複数の担当課協議を必要とする場合
があります。

●お問い合せ　竹田市環境衛生課　☎63-4821

相　談
全国一斉！法務局休日相談所（無料）
日　時　10月５日㈰　10：00〜16：00
場　所　大分地方法務局竹田支局２階会議室（竹田市大字

会々1525番地）
内　容　登記（相談・贈与・売買・会社設立等）、境界問題、

戸籍・国籍、供託、人権問題、成年後見、多重債
務整理、遺言書の作成など

相談員　法務局職員、司法書士、土地家屋調査士、人権擁
護委員

●お問い合せ　大分地方法務局竹田支局　☎62-2315

無料調停相談会を開催します
日　時　10月19日㈰　9：30〜15：30
場　所　竹田市総合社会福祉センター（竹田市大字1650番

地）
内　容　民事（交通事故・金銭・土地建物ほか）、家事（家庭

問題）
●お問い合せ　竹田調停協会　☎63-2040

悩まず　どんとこい労働相談
期　　間　10月１日㈬〜７日㈫　
　　　　　平日9：00〜20：00　土・日9：00〜17：00
会　　場　大分県労働委員会（県庁舎本館７階）
電話相談　☎097-536-3650 （相談専用ダイヤル）
●お問い合せ　大分県労働委員会事務局　☎097-506–5251

悩不（不育）についての個別相談会
日　時　10月30日㈭　14：00〜16：00
場　所　大分県豊肥保健所
参加費　無　料
内　容　専門相談員（助産師）による不妊・不育に関する個

別相談会です。
●お申込み・お問い合せ　大分県豊肥保健所地域保健課　
　☎0974–22–0162　※平日9：00〜17：00受付

講　座
市民後見人養成講座を開講します
日　時　10月25日㈯・26日㈰、　11月15日㈯・16日㈰
　　　　10：00〜16：30
場　所　大分県総合社会福祉会館（大分市大津町2-1-41　
　　　　☎097–558–2945）
受講料　4800円　定員30名（先着順）
●お申込み・お問い合せ　NPO法人市民後見ささえあい　
　☎097–507-0696

試　験
平成26年度第２回危険物取扱者試験が実施されます
実施日時　11月23日㈰10：00試験開始（大分大学は午前の
　　　　　部）　14：00試験開始（大分大学午後の部のみ）
試験種類　甲種・乙種（全類）・丙種（14：00からの大分大学
　　　　　試験は、乙種第４類の試験のみ）
試験会場　県立三重総合高校・大分大学他、県内５会場
願書配付　竹田市消防本部他、県下各消防本部・消防試験
　　　　　研究センター大分県支部、県消防保安室で８月
　　　　　20日から配付しています
願書受付　電子申請：９月21日㈰〜10月４日㈯  24時間受付
　　　　　書面申請：９月24日㈬〜10月７日㈫
　　　　　　　　　　 9：00〜17：00受付　㈪〜㈮
願書提出先　（一財）消防試験研究センター大分県支部
　　　　　☎097-537-0427
◎試験準備講習会等、お問い合わせは竹田市消防本部警防

課（☎63-0119）まで

矯正展
第33回大分矯正展を開催します
日　時　11月15日㈯　9：00〜16：00
　　　　11月16日㈰　9：00〜15：00　
場　所　大分刑務所（大分市畑中）
入場料　無　料
内　容　刑務所作業製品や少年院職業補導製品（野菜を含

む）の展示独売、実演コーナー、施設見学、矯正
広報コーナーほか

●お問い合せ　大分刑務所作業部門　☎097-546-3153

求　人 ハローワーク豊後大野竹田市ふるさとハローワーク ☎63-1101

①葬祭業務員1人11.5万円　②調理及び販売1人15〜20万
円　③看護補助者1人14万円　④一般事務員1人13〜15万
円　⑤作業員2人14.7万円　⑥栄養士1人15.5〜16万円　⑦
ルート営業1人17〜24万円　⑧調理員1人12.3〜13.2万円　
⑨収穫作業員1人14〜20万円　⑩クリーンクルー1人12万
円　⑪店長候補1人18〜28万円　⑫生コン試験業務1人15
〜20万円

〔パート求人（時給）〕
⑬一般事務1人700〜800円　⑭清掃員2人700円　⑮送迎
ドライバー1人790円　⑯洗い場係1人750人　⑰看護師2人
900〜1000円　⑱調理補助2人1000〜1200円　⑲販売員1
人700〜750円　⑳接客係1人850〜1000円　㉑養豚作業員
1人1000円　㉒ホームヘルパー2人1200円　㉓清掃・フロ
ントスタッフ3人700〜800円　㉔レジ係1人750円
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休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕　平日夜間18：00～21：00
　　　　　　土曜日13：00～21：00、休日8：30～21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日（月･水･金曜日）の夜間18：00～ 21：00
　※但し、休日及びお盆は除く
　上記以外の曜日や時間帯でも電話相談の上、診察可能と
判断すれば可能な限り対応します。
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ

そこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ

電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当 番 日 医　療　機　関 電話番号

10月４日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月５日㈰  豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月11日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月12日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
10月13日（月・祝）豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月18日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月19日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

10月25日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月26日㈰  豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

11月１日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11月２日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
11月３日（月・祝）豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30～11：30（こども診療所は9：00～11：30）
診療時間　9：00～12：00（三重東クリニックは8：30～12：00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているとこ

ろがあります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があ

ります。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-
0119）にお電話で確認されるようお願いします。また、
院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意された約束処
方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当 番 日 医療機関 電話番号

10月５日㈰ 久住加藤医院 歯科診療部 0974-76-0008 
10月12日㈰ 長湯ごとう歯科 0974-75-3001 

10月13日（月・祝）竹下歯科医院 0974-62-2662 
10月19日㈰ 歯科筑紫医院 0974-76-0024 
10月26日㈰ ふじさわ歯科医院 0974-64-1118

※診療時間 9：00～12：00（受付11：30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎097-545-3151
　http：www.oita-dental-a.or.jp/

　　　　　たけたケーブルテレビ

  たけた市民チャンネル10月番組情報

竹田混声合唱団 定期演奏会	
　８月31日に竹田市久住公民館くじゅうサンホールで開催
された、「竹田混声合唱団 定期演奏会」の模様をお届けしま
す。
　今年は、第35回を記念し、合唱構成「ぞうれっしゃが
やってきた」が披露されました。戦時中を生き延びた２頭の
象の物語とともに、竹田小学校5年生と竹田混声合唱団員
による合唱をお楽しみください。	
			 

【放送日】10月11日、18日、25日、11月1日　
　土曜日　20：00〜	
※都合により放送時間を、変更する場合がありますのでご

了承ください。

知っておきたい検察審査会

検察審査員に選ばれたらご協力を
　交通事故、詐欺などの被害にあったのに、検察官がそ
の事件を裁判にかけてくれないのが納得できない。この
ような方のために、検察官のした不起訴処分が正しかっ
たかどうかを審査する機関として「検察審査会」があり
ます。
　検察審査会では11人の審査員がこの審査をします。
審査員は選挙権をもっている皆さんの中から「くじ」で選
ばれることになっています。あなたもいつか審査員に選
ばれることがあるかもしれません。審査員に選ばれたと
きには、住民の代表としてご協力をお願いします。
●お問い合せ
　大分検察審査会事務局（大分地方裁判所内）
　☎097-532-7161
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平成26年度「おおいた教育の日」普及期間（10/1～11/30）関連行事（主なもののみ）
行　事　名 行事の概要 開催日程 会　　場 主催機関名 ＵＲＬ又は連絡先

公開研究会 「協調学習」３年次研究発表会を学校公開として、保
護者・地域の方へ参観を呼びかけます。 10月24日 竹田小学校 竹田小学校 a56010@oen.ed.jp

日曜学級 親子ふれあいの一環として「親子ウォークラリー」を
開催します。 10月26日 竹田小校区のコース 竹田小学校ＰＴＡ a56010@oen.ed.jp

親子人権講演会 坂本義喜さんの講演「いのちと仕事」 10月19日 豊岡小学校 豊岡小学校・ＰＴＡ 0974-63-1063
親子ふれあいレク 親子ふれあいのためのレクレーション大会 10月19日 豊岡小学校 豊岡小学校・ＰＴＡ 0974-63-1063
ふれあいフェスタ ふれあい授業公開、ふれあいバザー 10月17日 南部小学校 南部小学校 0974-63-1064
友情のホタル答礼訪問 別府重度障害者センターから来校、ふれあいレク 11月13日 南部小学校 南部小学校 0974-63-1064
第23回入田地区合同文
化祭 地域の文化祭に児童が参加　児童の学習発表等 11月23日 祖峰小学校体育館 入田地区社会福祉協議会 入田分館

0974-62-2955
祖父母学級 授業公開、祖父母の方々とのふれあい活動等 10月28日 菅生小学校体育館 菅生小学校 0974-65-2221

ゴミ０大作戦 地域のゴミ拾い、清掃活動 10月28日 菅生小学校運動場 菅生地区 菅生小学校
0974-65-2221

学 校 公 開（敬 老 福 祉・
食彩まつり）

授業公開、地域の方や保護者とのもちつき、地域行
事への参加 10月26日 宮城台小学校 教室、体育館 宮城台小学校

0974-66-2053
城原っ子フェステｨバル 栽培した米・イモの収穫祭及び児童の学習発表会 11月15日 城原小学校体育館・教室 城原小学校 0974-66-2013
創立４０周年記念感謝
祭・人権講演会

創立40周年記念式典及び感謝祭（学習発表会）・人
権に関する講演会 11月22日 荻小学校体育館 荻小学校・荻小学校Ｐ

ＴＡ 0974-68-2006

チャレンジ大会 器械体操(鉄棒・跳び箱)発表会 10月22日 白丹小学校 白丹小学校 0974-76-1161

家族オリエンテーリング 家族で地域をまわりながら，地域の文化財を見学や
ゴミ拾い活動を行います。 11月9日 白丹小学校校区 白丹小学校PTA 0974-76-1161

筑紫久嶺をしのぶ会 ５年生が久住町内の高齢者に筑紫久嶺の偉業を説明
します。 10月上旬 久住公民館 久住小学校 0974-76-0019

祖父母学級 全校児童と高齢者が様々な活動などでふれあいを深
めます。 10月28日 久住小学校体育館 久住小学校 0974-76-0019

親子で聞く人権講演会 地域に住む被爆体験者、山田英子さんの講演 10月23日 都野小学校体育館 都野小ＰＴＡ 0974-77-2003

大船っ子集会 都野小中の児童生徒による歌や合奏の発表 10月30日 都野小学校体育館 都野小・中学校 0974-77-2003（都野小）、
77-2004（都野中）

ふれあい学級 授業公開、地域の方々や祖父母との交流活動 10月28日 直入小学校 直入小学校 0974-75-2250
蛍雪祭（文化祭） 演劇・展示・合唱・吹奏楽部演奏など文化的活動の発表 11月23日 竹田中学校　体育館 竹田中学校 0974-63-1070
竹田人権教育研究会

（研究発表） 人権教育の研究発表 11月7日 竹田中学校 竹田中学校 0974-63-1070

竹田市駅伝大会 市内全中学校参加の駅伝大会 10月28日
久住高原クロスカント
リー日本一のマラソン
練習コース

竹田市中学校体育連盟 0974-63-1070

校内文化祭 各学年による演劇、合唱、教科展示等 11月22日 竹田南部中学校体育館 竹田南部中学校 0974-63-1072

文化祭 演劇・合唱の発表、絵画や教科作品の展示 11月2日 緑ヶ丘中学校体育館 緑ヶ丘中学校生徒会 緑ヶ丘中学校
0974-68-2012

音楽発表会 荻小学校緑ヶ丘中学校生徒と荻小学校児童の音楽発
表会 10月30日 荻小学校体育館 緑ヶ丘中学校生徒会・

荻小学校児童会 0974-68-2006（荻小）

校内文化祭 生徒の演劇、合唱の発表と教科展示 11月23日 くじゅうサンホール 久住中学校 0974-76-0049
校内日本語弁論大会 各学年の代表による日本語弁論 10月21日 久住中学校多目的ホール 久住中学校 0974-76-0049
都野中学校文化祭 本校の文化祭(各学年による劇や合唱の発表) 11月23日 都野中学校体育館 都野中学校 0974-77-2004
校内文化祭 演劇　合唱　弁論　作品展示　等 11月22日 直入中学校体育館 竹田市立直入中学校 0974-75-2260
いもほり 園児と上鹿口老人クラブの方々によるさつま芋の収穫 11月上旬 竹田市上鹿口の畑 竹田幼稚園 0974-63-1081

なかよし幼稚園パートⅡ 竹田・南部・直入幼稚園３園の園児たちの交流会 11月10日 南部小学校体育館 竹田市公立幼稚園会 0974-63-1084
南部幼稚園

ふれあい収穫祭 園児と君ヶ園老人クラブの方々によるさつま芋の収
穫と交流会 11月上旬 幼稚園の近所の畑 南部幼稚園 0974-63-1084

直入幼稚園・なおいり
保育園ふれあい交流会 園児のふれあい交流会 10月21日 なおいり保育園 直入幼稚園・なおいり

保育園
0974-75-2230
直入幼稚園

祖父母参観 祖父母の方々と竹馬・お手玉作りをし、伝承遊び
を楽しみます。 10月24日 直入幼稚園 直入幼稚園 0974-75-2230

中学生体験入学 中学3年生の生徒及び保護者への学校紹介 10月4日 竹田高校 竹田高校 0974-63-3401
強歩大会 本校強歩大会を実施 11月21日 竹田高校 竹田高校 0974-63-3401
清掃登山 久住連山　黒岳の清掃登山 10月31日 三重総合久住校 三重総合久住校 0974-77-2200
学園祭 農場生産物即売、バザー 11月16日 三重総合久住校 三重総合久住校 0974-77-2200

地域ふれあい作品展 授業の様子や制作した作品、絵画等の紹介 10月8日～
10月15日 大分銀行竹田支店 竹田支援学校 0974-63-0722

地域ふれあい作品展 授業の様子や制作した作品、絵画等の紹介 10月29日
～11月6日 サンリブ竹田店 竹田支援学校 0974-63-0722

瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 市内の幼稚園・小学校・中学校・支援学校による演
奏発表会 11月1日 竹田中学校 竹田教育振興協議会 0974-63-3105

直入教育会館

竹田市日本語弁論大会 市内中学生による日本語の弁論大会 11月28日 緑ヶ丘中学校 竹田教育振興協議会 0974-63-3105
直入教育会館

大運動会 運動会 10月4日 竹田南高校グランド しらゆり幼稚園 0974-63-2223
芋掘り集会 園児と地域の方との交流(サツマイモ掘りと収穫祭） 11月上旬 竹田市挾田の畑 しらゆり幼稚園 0974-63-2223
第68回瀧廉太郎記念　
全日本高等学校声楽コ
ンクール

全国から高校生が集う声楽コンクール 10月17日～
10月19日 くじゅうサンホール

竹田市・竹田市教育委
員会・瀧廉太郎記念音
楽祭実行委員会

竹田市教育委員会生涯
学習課  0974-63-4817

第５回廣瀬武夫杯争奪
少年柔道大会 柔道家廣瀬武夫の顕彰と青少年の健全育成 11月24日 大分県立竹田高校体育館 竹田市柔道連盟・廣瀬

武夫顕彰会
竹田市教育委員会文化
財課  0974-63-4818

第66回 画 聖「田 能 村 竹
田」先生をしのぶ美術
祭

西日本（近畿以西）各地の小中高校生の絵画、書道の
特賞作品の展示

①11月1～
4日②11月
18～25日

①久住公民館
②市民ギャラリー水琴館

竹田市・竹田市教育委
員会

竹田市教育委員会生涯
学習課  0974-63-4817

○詳細は各行事の主催者までお問い合わせください。
竹田市教育推進連絡協議会（事務局　竹田市教育委員会学校教育課　☎0974-63-4833）

11月１日は「おおいた教育の日」です                            


